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■春秋彩とは…
「 万葉集」 の額田王の春秋を論
じ た歌の詞書「 春山の万花の艶
と 秋山の千葉の彩」 から 採った
もの。

「 春秋」 には年月の意味も あり 、
「 春秋に富む」 若者を彩る 学園
の四季を表している。
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学 長 の こ と ば 　

大
学
の
社
会
的
使
命
は
、
知
の
最
前
線
に
挑
ん
で
知
の
地
平
を

拡
げ
（
先
端
的
研
究
）
、
そ
の
成
果
を
社
会
に
弘
め
伝
承
し
て
（
高

等
教
育
）
、
さ
ら
な
る
螺
旋
的
発
展
を
期
す
る
に
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
世
の
中
、
ゆ
と
り
が
な
く
な
り
世
知
辛
く
な
っ
て

く
る
と
、
こ
の
研
究
・
教
育
に
も
即
効
性
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
。
社
会
に
す
ぐ
役
立
つ
研
究
、
就
職
に
よ
り
有
利
な
教
育
が
、

歓
迎
さ
れ
る
。
知
と
用
の
直
結
、
「
実
学
主
義
」
で
あ
る
。

そ
う
な
る
と
、
疎
外
さ
れ
る
虚
学
（
？
）
（
「
実
学
」
に
は
朱
子

『
中
庸
章
句
』
と
い
う
れ
っ
き
と
し
た
出
典
が
あ
る
の
に
、
こ
ち

ら
に
は
見
当
ら
ぬ
の
も
意
味
深
長
だ
が
）
か
ら
、
反
撥
の
声
が
当
然

挙
が
る
。
学
の
神
髄
は
「
無
用
の
用
」
に
極
ま
る
、
と
。
も
っ
と

も
、
荘
子
『
人
間
世
』
に
遡
る
こ
の
表
現
に
は
今
一
つ
違
う
原
意

が
あ
る
よ
う
だ
が
、
と
ま
れ
、
目
先
の
実
用
か
ら
最
も
か
け
離
れ

た
知
（
教
養
知
、
純
粋
理
論
知
）
こ
そ
が
実
は
大
用
を
な
す
、
と

喝
破
す
る
。

し
か
し
、
今
日
、
大
学
が
も
は
や
単
な
る
「
実
学
」
の
府
で
も

な
け
れ
ば
、
芸
術
の
た
め
の
芸
術
な
ら
ぬ
学
問
の
た
め
の
学
問
を

専
ら
事
と
す
る
「
象
牙
の
塔
」
（
サ
ン
ト
・
ブ
ー
ヴ
）
で
も
あ
り

え
な
い
こ
と
、
自
明
の
理
と
す
る
な
ら
ば
、
「
実
学
」
と
「
無
用

の
用
」
と
は
、
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
ど
こ
ろ
か
唇
歯
輔
車
の
関
係
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
「
哲
学
あ
る
実
学
」
に
ほ
か
な
る
ま

い
。「
真
実
の
学
」
こ
そ
真
の
「
実
学
」
と
し
た
郷
土
の
先
覚
者
・

横
井
小
楠
が
こ
こ
に
甦
る
。

哲
学
あ
る
実
学

熊本県立大学

学長 手島　 孝

、
、

、
、
、

、

、
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“ Life is half spent before we know what it is.”　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 尾池　 美知 （ 熊本県立熊本北高等学校勤務）　

～継続は力なり、友は宝なり～  北岡　 　 崇（ 富合町役場勤務）　

オランダ人のホスピタ リ ティ 　

21世紀のヨ ーロッ パの激動のなかで　

（ 環境共生学部　 教授　 村上　 良知）　

（ 総合管理学部　 助教授　 森　 美智代）　

文 　 学 　 部　 小櫃萬津男　 先生　

環境共生学部　 鈴木　 　 公　 先生　

サイク リ ング部　

ソ フト ボール部　

写真部　

Maple Leaves
サーク ル便り 　

文学部／村尾　 治彦 講師　

環境共生学部／坪原　 紳二 助教授・ 山田　 俊弘 講師　

総合管理学部／黄　 在南 助教授　
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博士課程を開設　
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大学院アド ミ ニスト レーショ ン研究科に

博士課程を開設特集

総
合
管
理
学
部
を
基
礎
と
し
て
平
成
10
年
４
月
に
開
設
し
た
大
学
院
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
研
究
科
に
、
平
成
12
年
４
月
、
博
士
課
程
を
設

置
し
ま
す
。（
博
士
課
程
は
〝
博
士
前
期
課
程
〟（
従
前
の
修
士
課
程
）
と
、
今
回
新
た
に
設
置
す
る
〝
博
士
後
期
課
程
〟
か
ら
構
成
さ
れ
ま
す
。
）

ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
研
究
科
は
、
公
共
行
政
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
）
と
企
業
経
営
（
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
ド
ミ
ニ
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
）
を
総
合
的
に
教
育
研
究
す
る
日
本
で
初
め
て
の
研
究
科
で
、
平
成
12
年
３
月
に
は
修
士
課
程
の
第
１
期
生
が
修
了
し
ま
す
。

■
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
全
国

で
最
初
の
研
究
科
で
あ
り
、
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
教
育
・
研
究
の
水
準

を
高
度
化
す
る
こ
と

■
国
際
化
・
情
報
化
の
急
速
な
進
行
に
よ
っ
て

錯
綜
す
る
社
会
問
題
の
解
明
に
当
た
る
学
術

研
究
者
及
び
こ
れ
に
的
確
に
対
処
す
る
こ
と

の
で
き
る
人
材
の
育
成
を
通
じ
、
地
域
へ
貢

献
す
る
こ
と

■
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
高
度

な
教
育
・
研
究
組
織
の
設
置
は
、
地
域
の
自
治

体
・
企
業
・
団
体
に
と
っ
て
も
有
益
で
あ
り
、

地
域
社
会
に
対
し
学
問
的
に
貢
献
す
る
こ
と

■
高
度
の
教
育
・
研
究
を
通
じ
た
海
外
の
大
学

と
の
交
流
に
よ
り
国
際
貢
献
す
る
こ
と

■
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う

新
し
い
学
問
分
野
の
確
立

「
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
分

野
を
学
際
的
に
教
育
・
研
究
す
る
大
学
院
は
、

我
が
国
で
は
本
学
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

研
究
科
の
み
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
さ
ら
に
高

度
に
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
に
対
し
て
学

際
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、
そ
れ
に
よ
り
ア
ド
ミ

ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
新
し
い
学
問
分

野
を
確
立
す
る
た
め
に
、
本
研
究
科
に
博
士
後

期
課
程
の
設
置
が
必
要
で
す
。

■
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る

教
育
・
研
究
方
法
の
確
立

こ
れ
ま
で
、
行
政
学
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ア
ド

ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
）
、
経
営
学
（
ビ
ジ
ネ

ス
・
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
）
は
も
ち
ろ

ん
政
治
学
、
法
律
学
、
経
済
学
、
財
政
学
、
会

計
学
、
社
会
学
な
ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
独
自
の

対
象
と
方
法
を
も
っ
て
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ

ョ
ン
の
教
育
・
研
究
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
教
育
・
研
究
の
方
法
は
、
ア
ド
ミ
ニ
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す
る
部
分
的
な
理
論
化
に

は
役
立
ち
ま
す
が
、
そ
の
全
体
像
の
把
握
に
は

必
ず
し
も
十
分
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

本
学
で
は
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
研
究
科

修
士
課
程
を
開
設
し
、
こ
れ
ま
で
ア
ド
ミ
ニ
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
教
育
・
研
究
に
か
か
わ
っ
て

き
た
い
く
つ
か
の
異
な
る
学
問
領
域
を
、
学
際

的
に
協
働
さ
せ
、
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
照
ら
し
出
す
こ
と
に

よ
っ
て
、
そ
れ
を
ト
ー
タ
ル
に
認
識
し
把
握
す

べ
く
鋭
意
、
教
育
・
研
究
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
こ
の
方
法
を
さ
ら
に
進
め
確
立
す
る

た
め
に
博
士
後
期
課
程
の
設
置
が
必
要
で
す
。

■
学
術
研
究
者
の
養
成

錯
綜
す
る
社
会
問
題
を
解

明
す
る
た
め
に
は
、
個
別
領

域
の
専
門
知
識
・
思
考
力
だ

け
で
は
な
く
、
学
際
的
見
地

か
ら
多
角
的
・
多
面
的
に
考

察
す
る
こ
と
が
で
き
る
能
力

が
必
要
で
す
。
し
か
し
、
ア

ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
研

究
科
は
我
が
国
に
は
本
学
以

外
に
は
設
置
さ
れ
て
お
ら
ず
、

ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

に
関
す
る
研
究
は
途
上
に
あ

る
の
で
す
。
そ
こ
で
ア
ド
ミ

ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す

る
学
術
的
な
研
究
者
の
養
成

を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
高
度
の
学
際
的
知
識
を
修
得
し
た

専
門
的
職
業
人
の
養
成

実
際
の
行
政
活
動
や
企
業
経
営
に
お
い
て
は
、

個
別
領
域
の
専
門
知
識
・
思
考
力
だ
け
で
は
な

く
、
学
際
的
見
地
か
ら
多
角
的
・
多
面
的
に
考

察
す
る
こ
と
が
で
き
る
能
力
が
必
要
で
あ
り
、

こ
れ
ら
の
能
力
を
持
つ
高
度
の
専
門
的
職
業
人

大
学
院
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
研
究
科
に

博
士
課
程
を
開
設

設
置
の
目
的

設
置
の
理
由

人
材
養
成
の
目
標
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現
代
及
び
ポ
ス
ト
現
代
の
社
会
に
と
っ
て
最
も

重
要
な
社
会
機
能
で
す
。
よ
っ
て
、
ア
ド
ミ
ニ

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
単
な
る
技
能
と
し
て
教

育
・
研
究
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
が
由
っ
て

来
る
社
会
に
ま
で
遡
っ
て
一
元
的
に
、
ま
た
は

根
元
的
に
問
い
ま
す
。

■
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

の
学
際
的
な
教
育
・
研
究

ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
は
非
常
に
複
雑

な
社
会
現
象
で
す
。
こ
れ
を
教
育
・
研
究
の
対

象
と
す
る
博
士
後
期
課
程
は
、
こ
れ
ま
で
ア
ド

ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
教
育
・
研
究
に
関
わ

っ
て
き
た
諸
学
問
の
成
果
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ら

を
学
際
的
に
協
働
さ
せ
る
も
の
で
す
。

こ
の
考
え
方
に
基
づ
き
、
博
士
後
期
課
程
の
教
育
課

程
は
、
社
会
領
域
、
公
共
領
域
、
経
営
領
域
、
規

範
領
域
の
４
つ
の
領
域
か
ら
編
成
さ
れ
ま
す
。
（
表
）

を
養
成
し
ま
す
。
す
な
わ
ち
、

自
治
体
や
国
の
行
政
分
野
で
は
、

ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
高
度
な
専

門
的
知
識
・
能
力
及
び
「
哲
学
」
的
根
本
思
想
と

経
営
マ
イ
ン
ド
（
効
率
性
・
経
済
性
）
を
併
せ
持

ち
、
複
雑
化
す
る
行
政
需
要
に
的
確
に
対
応
で
き

る
人
材
を
養
成
す
る
必
要
が
あ
り
、

民
間
企
業
分
野
に
お
い
て
は
、

ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
高
度
な
専

門
的
知
識
・
能
力
を
持
ち
、
企
業
の
公
共
性
や
社

会
的
責
任
を
自
覚
し
な
が
ら
、
急
激
に
変
化
す
る

経
営
環
境
に
的
確
に
対
応
で
き
る
人
材
を
養
成

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
実
際
の
行
政
活
動
や
企
業
経
営
に
携
わ

る
社
会
人
の
再
教
育
と
し
て
、
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
高
度
の
専
門
知
識
を
修

得
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

博
士
後
期
課
程
は
、
既
設
の
総
合
管
理
学
部

及
び
大
学
院
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
研
究

科
修
士
課
程
（
４
月
以
降
は
博
士
前
期
課
程
）

に
お
け

る
教
育
・
研
究
の
理
念
や
方
法
を
踏
ま
え
、
ア

ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
分
野
に
つ
い
て
研
究

者
と
し
て
自
立
し
て
研
究
活
動
を
行
い
、
又
は

そ
の
他
の
高
度
に
専
門
的
な
業
務
に
従
事
す
る

の
に
必
要
な
高
度
の
研
究
能
力
及
び
そ
の
基
礎

と
な
る
豊
か
な
学
識
を
養
お
う
と
す
る
も
の
で

す
。
そ
の
教
育
課
程
の
編
成
は
以
下
の
考
え
方

に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。

■
統
合
概
念
と
し
て
の
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
教
育
・
研
究

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

と
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を

統
合
す
る
概
念
と
し
て
の
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
を
教
育
・
研
究
し
、
新
し
い
デ
ィ
シ
プ

リ
ン
（
学
問
分
野
）
と
し
て
の
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
学
の
確
立
を
目
指
し
ま
す
。

■
最
重
要
な
社
会
機
能
と
し
て
の
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
教
育
・
研
究

ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
す
ぐ
れ
て

教
育
課
程
編
成
の
考
え
方

 社会領域  社会領域               　
アド ミ ニスト レーショ ン特殊講義 アド ミ ニスト レーショ ン特別研究　
社会哲学特殊講義 社会哲学特別研究             　
社会学特殊講義 社会学特別研究            　
社会思想史特殊講義 社会思想史特別研究              　
経済学説史特殊講義 経済学説史特別研究              　
地域社会論特殊講義　
            　
 公共領域  公共領域　
パブリ ッ ク・ アド ミ ニスト レーショ ン特殊講義 パブリ ッ ク・ アド ミ ニスト レーショ ン特別研究 　
自治行政論特殊講義  自治行政特別研究　
公共政策論特殊講義 社会保障行政特別研究            　
行政組織論特殊講義 政治学特別研究              　
社会保障行政論特殊講義　
財政学特殊講義 　
政治学特殊講義 　
国際関係論特殊講義　
　
 経営領域   経営領域　
ビジネス・ アド ミ ニスト レーショ ン  ビジネス・ アド ミ ニスト レーショ ン　
特殊講義 特別研究 　
経営組織論特殊講義 経営組織特別研究              　
経営戦略論特殊講義 企業会計特別研究             　
企業会計特殊講義 日本経済特別研究             　
経済理論特殊講義　
日本経済論特殊講義　
金融論特殊講義　
　
 規範領域  規範領域             　
法哲学特殊講義 法哲学特別研究              　
憲法特殊講義 憲法特別研究        　
行政法特殊講義 行政法特別研究              　
企業法特殊講義 財産法特別研究            　
財産法特殊講義 　
行政監察論特殊講義　
企業倫理特殊講義 　
　
 関連科目　
情報処理特殊講義　
統計学特殊講義　

（表）博士前期課程と博士後期課程の関係図　
博士前期課程  博士後期課程  

大  学  院　

アドミニストレーション研究科　

学　部　

総 合 管 理 学 部　 （ 平成６ 年度開設）　

　博士後期課程　→ 平成12年度開設　

　　　　　　標準修業年限　 ３ 年　 　 　 　 入  学  定  員　 ４ 名 　
　　　　　　学　　　　位　 博士（ アド ミ ニスト レーショ ン） 　

　博士前期課程　（ 従来の「 修士課程」 　 平成10年度開設） 　

　　　　　　標準修業年限　 ２ 年　 　 　 　 入  学  定  員　 14名　

　　　　　　学　　　　位　 修士（ アド ミ ニスト レーショ ン） 　

標準修業年限　 ４ 年　 　 　 　 入  学  定  員　 280名　

学　　　　位　 学士（ 総合管理学） 　

概 要　

特 色　

■社会人学生のために昼夜開講制を実施します。　
　 アド ミ ニス ト レーショ ン研究科の教育・ 研究は、実学的要素

の強い学問であり 、実際に行政又は民間企業で活躍する社会人

にと って有益な学問です。　

○昼夜開講制を実施し 、夜（ 午後６ 時～９ 時10分）だけの受講で

あっても 、昼間の学生と 同内容の教育が受けられます。　

○研究指導についても 、社会人学生を担当する指導教授は午後

６ 時以降に行います。　

■社会科学系では、本県初の博士課程です。　

開設までの経緯　
平成10年５月25日 アドミニストレーション研究科博士課程設置準備委員会を設置　

平成11年６月25日 文部省にアドミニストレーション研究科博士（後期）課程設置　

 協議書を提出　

平成11年12月22日 文部大臣が博士（後期）課程の設置を承認　

平成12年２月11日～12日 入学試験　

平成12年４月 博士後期課程設置、入学式　
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特集
大学院アド ミ ニスト レーショ ン研究科に

博士課程を開設

ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

―
新
千
年
紀
の

パ
ラ
ダ
イ
ム
―

ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
を
受
賞
し
た
ア
メ

リ
カ
の
Ｈ
・
Ａ
・
サ
イ
モ
ン
は
、
二
人
の

人
間
が
力
を
合
わ
せ
て
大
き
な
石
を
動
か

す
行
為
に
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

（adm
inistration

）
の
原
初
形
態
を
見
出

し
た
よ
う
に
、
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
は
或
る
目
的
を
実
現
す
る
た
め
の
複
数

の
人
間
の
協
働
行
為
で
す
。
欧
米
で
は
夙

に
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

の
教
育
・
研
究
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
わ
が
国
で
は
皆
無
で
し
た
。

１
９
９
４
年
４
月
、
熊
本
県
立
大
学
は

全
国
に
先
鞭
を
つ
け
て
「
総
合
管
理
学
部
」

（Faculty
of

adm
inistration

）
を
開
設

し
、
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す

る
教
育
・
研
究
の
礎
を
据
え
ま
し
た
。
次

の
よ
う
な
総
合
の
理
念
を
高
ら
か
に
謳
い

上
げ
て
お
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
パ
ブ
リ

ッ
ク
・
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と
ビ

ジ
ネ
ス
・
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の

総
合
、
政
策
と
実
行
の
総
合
、
学
際
的
総

合
、
哲
学
と
実
学
の
総
合
、
学
問
と
実
務

の
総
合
お
よ
び
理
論
と
技
術
の
総
合
で

す
。１

９
９
８
年
４
月
、
こ
れ
ら
の
総
合
理

念
を
さ
ら
に
推
し
進
め
る
た
め
に
、
総
合

管
理
学
部
を
基
礎
と
す
る
全
国
初
の
大
学

院
で
あ
る
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
研

究
科
修
士
課
程
を
開
設
し
ま
し
た
。
複
数

の
人
間
の
協
働
行
為
と
し
て
の
ア
ド
ミ
ニ

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
は
非
常
に
複
雑
で
多
岐

に
わ
た
る
社
会
事
象
で
す
の
で
、
既
存
の

諸
学
問
を
四
つ
の
研
究
領
域
に
再
編
成

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ

し
、
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
全
体

像
の
把
握
を
目
指
し
ま
し
た
。
こ
の
３
月

に
17
名
の
修
士
（
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ

ョ
ン
）
が
誕
生
し
ま
し
た
。

２
０
０
０
年
４
月
、
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン
研
究
科
に
博
士
課
程
を
開
設
し

ま
す
。
現
在
、
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
と
い
う
分
野
を
学
際
的
に
教
育
・
研
究

す
る
大
学
院
は
、
わ
が
国
で
は
本
学
の
ア

ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
研
究
科
の
修
士

課
程
の
み
で
す
。
し
た
が
い
ま
し
て
、
さ

ら
に
高
度
に
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

に
対
し
て
学
際
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、
ア

ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
新
し

い
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
を
確
立
す
る
た
め
に
博

士
課
程
の
開
設
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

新
千
年
紀
は
旧
千
年
紀
に
劣
ら
ず
、
否

そ
れ
以
上
に
協
働
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
ア

ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
を
増

大
さ
せ
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
こ
の
協
働

シ
ス
テ
ム
＝
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

こ
そ
が
、
新
千
年
紀
社
会
の
死
活
の
鍵
を

握
っ
て
い
る
の
で
す
。
新
し
い
ミ
レ
ニ
ア

ム
社
会
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
、
ア
ド
ミ
ニ
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と
な
る
ゆ
え
ん
で
す
。
イ

ギ
リ
ス
の
Ｈ
・
Ｊ
・
ラ
ス
キ
が
、
そ
の
名

著
『
政
治
学
綱
要
』
（A

G
ram

m
ar

of
Politics,1925

）
の
中
で
、
新
し
い
世
界
の

出
現
に
よ
っ
て
新
し
い
政
治
学
が
生
ま
れ

る
と
い
っ
て
い
る
よ
う
に
、
新
千
年
紀
の

総合管理学部長
アドミニストレーション研究科長

渡邊　榮文

幕
開
け
に
伴
っ
て
新
し

い
学
問
が
誕
生
し
ま

す
。
す
な
わ
ち
、
博
士

課
程
の
開
設
に
よ
っ

て
、
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン
と
い
う
パ
ラ

ダ
イ
ム
で
社
会
現
象
を

説
明
す
る
新
し
い
学

問
＝
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン
学
が
完
成
の

域
に
達
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
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い
よ
い
よ
待
望
の
博
士
課
程
が
開
設
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
中
・
南
部
九
州
の
大
学
の
中
で
、
文
系
で
は

初
め
て
の
こ
と
で
あ
る
（
も
っ
と
も
当
大
学
と
同
時
に
、

熊
本
学
園
大
学
経
営
学
研
究
科
で
も
博
士
課
程
が
開
設

さ
れ
る
）
。
長
年
博
士
課
程
新
設
を
企
画
し
な
が
ら
も
、

な
お
実
現
に
い
た
ら
な
い
多
く
の
大
学
の
事
例
を
知
る

だ
け
に
、
私
達
の
喜
び
も
ひ
と
し
お
と
い
う
と
こ
ろ
で

あ
る
。

当
博
士
課
程
は
、
一
般
学
生
の
ほ
か
に
社
会
人
・
留

学
生
を
受
け
入
れ
る
。
現
在
の
修
士
課
程
も
昼
夜
開
講

制
で
社
会
人
へ
の
便
宜
を
は
か
っ
て
い
る
が
、
社
会
人

院
生
は
一
般
学
生
以
上
に
真
剣
に
学
習
・
研
究
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
今
回
の
博
士
課
程
開
設
は
、
さ
ら
に
多
様

な
意
味
で
地
域
へ
の
貢
献
度
を
高
め
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
研
究
科
は
、
ア
ド
ミ
ニ

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
研
究
対
象
と
す
る
、
わ
が
国
で
は

初
め
て
の
研
究
科
で
あ
る
。
そ
の
目
的
の
た
め
に
多
く

の
教
員
が
集
ま
っ
て
お
り
、
す
で
に
い
く
つ
か
の
研
究

論
文
も
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、

博
士
課
程
の
開
設
を
契
機
と
し

て
、
さ
ら
に
研
究
が
深
め
ら
れ

る
こ
と
と
な
ろ
う
。

先
に
環
境
共
生
学
部
の
発
足

に
よ
り
小
さ
い
な
が
ら
も
総
合

大
学
（U

niversität

）
の
体
裁
を

整
え
、
今
回
ま
た
大
学
院
博
士

課
程
を
開
設
し
、
わ
が
熊
本
県

立
大
学
は
着
々
と
21
世
紀
へ
向

か
っ
て
の
地
歩
を
固
め
て
い
る
。

高
等
教
育
の
分
野
で
も
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
が
生
起
し
て
い
る
が
、

県
立
の
大
学
と
し
て
の
本
来
の

機
能
を
果
た
せ
る
よ
う
、
さ
ら

に
努
力
し
て
い
き
た
い
。

多
少
強
引
な
た
と
え
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
は
学

士
（
学
部
生
）
を
高
校
野
球
の
世
界
と
す
る
と
、
次
の

よ
う
な
た
と
え
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
修

士
課
程
（
い
ま
の
私
の
身
分
）
は
社
会
人
野
球
、
博
士

課
程
は
ま
さ
に
プ
ロ
野
球
の
世
界
と
い
え
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
プ
ロ
野
球
の
世
界
で
は
充
実
し
た
指

導
者
・
ス
タ
ッ
フ
が
揃
っ
て
い
る
こ
と
が
大
前
提
で
す
。

い
い
か
え
る
と
、
こ
の
県
立
大
学
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
研
究
科
に
博
士
課
程
が
設
置
さ
れ
た
の
も
、
す

ば
ら
し
い
先
生
た
ち
が
各
分
野
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る

か
ら
こ
そ
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
熊
本
で
研
究
者
を
育
て
て
い
こ
う
と
す
る
意
義

は
、
私
な
り
に
２
つ
あ
る
と
考
え
ま
す
。
ま
ず
１
つ
が
、

こ
れ
か
ら
は
地
方
自
治
の
時
代
と
叫
ば
れ
る
中
で
、
自

治
体
自
ら
研
究
者
を
育
て
、
研
究
成
果
を
地
域
の
発
展

の
た
め
に
貢
献
し
て
も
ら
い
た
い
と
す
る
こ
と
。
も
う

１
つ
が
、
熊
本
と
い
う
地
方
都
市
か
ら
全
国
へ
優
秀
な

研
究
者
を
送
り
出
し
、
各
方
面
で
活
躍
し
て
も
ら
お
う

と
す
る
こ
と
に
あ
る
と
感
じ
ま
す
。

高
校
・
社
会
人
野
球
の
世
界
と
プ
ロ
野
球
の
世
界
で

は
、
目
で
見
る
以
上
に
大
き
な
壁
が
あ
る
と
同
様
に
、

学
問
の
世
界
で
も
同
じ
こ
と
が
い
え
る
と
思
い
ま
す
。

そ
う
し
た
プ
ロ
選
手
へ
の
レ
ー
ル
が
敷
か
れ
た
事
で
、

ま
す
ま
す
私
た
ち
院
生
の
研
究
も
活
発
に
な
っ
て
い
く

と
と
も
に
、
こ

こ
県
立
大
学
か

ら
こ
れ
か
ら
の

熊
本
あ
る
い
は

日
本
を
背
負
っ

て
立
つ
研
究
者

が
生
ま
れ
て
く

る
の
も
遠
く
は

な
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

現
代
社
会
は
、

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
も
高
度
化
し
、

経
済
構
造
も
急
激

に
変
化
し
つ
づ
け

て
い
ま
す
。
こ
の

社
会
で
は
、
高
度

な
専
門
的
能
力
を

持
ち
、
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
活
躍
で

き
る
人
材
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
現
実
に
対

応
し
な
が
ら
時
代
を
生
き
て
い
く
た
め
に
は
、
自
ら
で

知
識
や
思
考
力
を
高
め
、
視
野
を
広
げ
て
い
く
姿
勢
が

重
要
な
の
だ
と
行
き
着
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
21
世
紀
は
大
学
院
の
時
代
。
修
士
課
程
進

学
率
は
、
向
上
し
つ
づ
け
て
ゆ
く
で
し
ょ
う
。
そ
こ
に

は
、
目
的
を
も
っ
た
社
会
人
も
多
く
在
学
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
税
理
士
試
験
一
部
免
除
を
志
す
人
た
ち
。
税

理
士
は
、
行
政
と
民
間
と
の
接
点
に
存
在
し
て
両
者
の

橋
渡
し
的
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
複
雑
で
流
動
的
な

現
代
社
会
で
は
、
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の

必
要
な
分
野
の
ひ
と
つ
に
あ
げ
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。さ

て
、
私
も
こ
ん
な
専
門
職
の
知
識
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
、
博
士
課
程
の

新
設
で
す
。
〝
専
門
職
を
目
指
す
〟
こ
と
か
ら
、
そ
の
専

門
職
業
人
を
養
成
す
る
た
め
の
、
よ
り
高
度
な
研
究
を

目
指
し
こ
れ
ま
で
と
同
じ
ス
テ
ー
ジ
で
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
す
る
こ
と
も
強
ち
ユ
メ
と
ば
か
り
は
い
い
き
れ
な
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
際
個
人
的
現
実
は
、
棚
上
し

て
お
く
と
し
て
、
ユ
メ
を
ユ
メ
の
ま
ま
に
し
て
お
け
な

い
可
能
性
が
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
21
世
紀
へ
の
地
歩
固
め
　

総
合
管
理
学
部
　
教
授

秋
山
　
喜
文

熊
本
か
ら
プ
ロ
選
手
を
求
め
…

ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
研
究
科
１
年

田
中
　
孝
明

夢
の
出
来
事
で
い
い
の
で
す
か
。

ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
研
究
科
１
年

濱
田
　
久
美
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　し　　　て　　　い　　　ま　　　す。　

文学部
FACULTY of LETTERS

村
尾
　
治
彦

講
師
〔
言
語
学
〕

言
語
学
と
い
う
と
ギ
リ
シ
ャ
語
や
ラ

テ
ン
語
な
ど
の
古
典
語
研
究
や
、
世
界

の
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
様
々
な
言

語
の
分
析
と
い
っ
た
印
象
が
あ
る
よ
う

で
す
が
、
現
在
の
言
語
学
的
研
究
の
対

象
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
そ
の
よ
う
な
一

般
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
は
大
分
違
っ
て
い

ま
す
。
言
語
研
究
の
中
心
の
一
つ
に
文

法
研
究
が
あ
り
ま
す
。
文
法
と
い
う
と
、

学
校
で
習
っ
て
き
た
国
文
法
や
古
典
文

法
、
英
文
法
の
よ
う
に
す
で
に
で
き
あ

が
っ
て
い
る
文
法
規
則
を
理
解
し
、
記

憶
す
る
と
い
う
比
較
的
退
屈
で
、
あ
ま

り
面
白
味
の
な
い
も
の
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
言
語
学
の
研
究
は

自
分
で
言
語
現
象
を
観
察
し
、
分
析
を

行
い
、
言
語
現
象
の
背
景
に
潜
む
原
理

や
規
則
に
関
す
る
仮
説
を
た
て
て
い
く

創
造
的
な
分
野
で
す
。
こ
こ
で
言
う
原

理
や
規
則
は
単
に
日
本
語
や
英
語
と
い

う
個
別
言
語
を
対
象
と
し
て
述
べ
て
い

る
だ
け
で
は
な
く
、
人
間
言
語
全
般
に

関
わ
る
一
般
原
理
を
も
指
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
言
語
研
究
は
「
認
知
科
学
」

と
呼
ば
れ
る
学
問
体
系
の
中
で
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
「
認
知
」
と
は
、
人
間
が
外

界
の
情
報
を
取
り
込
ん
で
知
覚
、
イ
メ

ー
ジ
形
成
、
推
論
、
記
憶
、
連
想
等
の

情
報
処
理
過
程
に
か
け
、
そ
し
て
そ
れ

を
自
分
の
情
報
や
概
念
と
す
る
過
程
全

般
を
指
し
ま
す
。
従
っ
て
認
知
科
学
と

は
、
こ
の
よ
う
な
人
間
の
認
識
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
に
関
わ
る
領
域
を
研
究
対
象
と

す
る
神
経
科
学
、
心
理
学
、
言
語
学
、

情
報
科
学
等
の
分
野
に
ま
た
が
り
、
脳

と
心
の
働
き
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
迫
ろ
う

と
す
る
学
際
的
な
研
究
分
野
で
す
。
認

か
の
異
な
る
研
究
法
が
あ
り
ま
す
が
、

私
が
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
、
認

知
言
語
学
と
呼
ば
れ
る
パ
ラ
ダ
イ
ム
に

依
拠
し
た
言
語
現
象
の
研
究
で
す
。

認
知
言
語
学
で
は
、
言
語
の
意
味
や

構
造
や
様
々
な
言
語
現
象
は
、
知
覚
処

理
、
イ
メ
ー
ジ
形
成
、
推
論
、
連
想
等

の
認
知
処
理
過
程
を
介
し
て
そ
の
基
盤

を
与
え
ら
れ
る
と
考
え
ま
す
。
従
っ
て

関
連
す
る
認
知
科
学
の
諸
分
野
の
知
見

を
取
り
込
み
な
が
ら
、
認
知
過
程
の
側

か
ら
言
語
に
関
わ
る
一
般
原
理
を
説
明

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

そ
れ
と
同
時
に
言
語
現
象
を
観
察
し
、

そ
の
背
後
に
あ
る
規
則
性
や
一
般
原
理

を
生
み
だ
す
認
知
能
力
や
認
知
処
理
過

程
を
新
た
に
解
明
し
て
い
く
こ
と
も
認

知
言
語
学
研
究
の
目
指
す
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
よ
う
な
言
語
研
究
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
さ
、
お
も
し
ろ
さ
を
是
非
多
く
の
人

に
味
わ
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

知
科
学
内
に
お
け
る
言
語
理
論
に
お
い

て
は
、
言
語
の
シ
ス
テ
ム
と
認
知
の
関

係
を
ど
う
考
え
る
か
に
よ
っ
て
い
く
つ
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こ　　　ん　　　な　　　研　　　究　　

環境共生学部
FACULTY of ENVIRONMENTAL and
SYMBIOTIC SCIENCES

私
の
専
門
で
あ
る
都
市
計
画
の
分
野

で
は
、
近
年
大
き
く
、
考
え
方
が
変
わ

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
１
９
９
０

年
代
に
入
り
、
特
に
ブ
ラ
ジ
ル
で
の
地

球
環
境
サ
ミ
ッ
ト
以
降
、
地
球
環
境
問

題
が
切
迫
し
た
課
題
と
し
て
人
々
に
認

識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
背
景

に
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
以
前
は
、
都
市
に
お
け
る
土

地
利
用
は
、
住
宅
、
商
業
、
オ
フ
ィ
ス
、

工
場
と
、
用
途
ご
と
に
き
ち
ん
と
分
け

る
と
い
う
の
が
都
市
計
画
の
大
前
提
で

し
た
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
機
能
的

で
快
適
な
都
市
空
間
が
実
現
で
き
る
と

考
え
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
す
。
し
か
し

最
近
は
、
む
し
ろ
で
き
る
だ
け
多
様
な

用
途
を
混
合
す
べ
き
だ
と
言
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
用

途
混
合
に
よ
り
、
主
要
な
大
気
汚
染
源

の
一
つ
で
あ
る
移
動
（
交
通
）
需
要
を

減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。
ま

た
同
様
な
理
由
か
ら
、
良
好
な
住
宅

地
＝
低
層
低
密
度
住
宅
地
、
と
い
っ
た

考
え
方
も
修
正
を
迫
ら
れ
て
き
て
い
ま

す
。
な
る
べ
く
都
市
は
コ
ン
パ
ク
ト
に

高
密
度
に
つ
く
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、

周
辺
の
自
然
環
境
を
よ
り
多
く
残
す
こ

と
も
で
き
る
わ
け
で
す
。
熊
本
の
超
低

床
路
面
電
車
が
、
最
近
マ
ス
コ
ミ
で
よ

く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
、
か
つ
て
は
邪
魔
者
扱
い
さ
れ
て

い
た
路
面
電
車
が
注
目
さ
れ
、
海
外
の

多
く
の
都
市
で
復
権
を
果
た
し
て
い
る

の
も
、
都
市
計
画
に
お
け
る
大
き
な
変

化
の
一
環
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
し

ょ
う
。

こ
う
し
た
近
年
の
動
向
に
注
目
し
つ

つ
、
私
は
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
は
、
近

現
代
の
都
市
形
成
史
を
調
べ
て
い
ま
す
。

特
に
こ
こ
数
年
は
、
水
俣
と
並
び
公
害

の
原
点
と
さ
れ
る
、
四
日
市
の
歴
史
を

調
べ
て
き
ま
し
た
。
１
９
６
０
年
代
か

ら
70
年
代
初
頭
に
か
け
、
四
日
市
で
は

「
四
日
市
ぜ
ん
そ

く
」
に
代
表
さ
れ

る
激
し
い
公
害
が

起
き
、
か
つ
い
ま

だ
に
、
巨
大
な
コ

ン
ビ
ナ
ー
ト
群
に

隣
接
し
て
住
宅
地

が
広
が
っ
て
い
ま

す
（
こ
れ
は
悪
し

き
混
合
と
言
え
る

で
し
ょ
う
）
。
住

民
運
動
の
欠
如
、

自
治
体
行
政
の
無

計
画
性
と
い
っ
た

問
題
が
、
環
境
の

荒
廃
を
も
た
ら
し

た
要
因
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て
き
て

い
ま
す
。
今
後
は
海
外
の
都
市
も
含
め

さ
ら
に
各
地
の
都
市
形
成
史
を
研
究
・

比
較
し
、
環
境
共
生
型
都
市
空
間
を
実

現
す
る
た
め
の
、
歴
史
的
教
訓
を
得
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

坪
原
　
紳
二

助
教
授
〔
都
市
計
画
〕

現在の四日市

環
境
と
共
生
し
た

都
市
空
間
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　し　　　て　　　い　　　ま　　　す。　

環境共生学部
FACULTY of ENVIRONMENTAL and
SYMBIOTIC SCIENCES

山
田
　
俊
弘

講
師
〔
森
林
生
態
学
〕

生
物
多
様
性
を
持
つ
熱
帯
雨
林
。
そ
ん

な
机
上
で
得
た
知
識
を
携
え
て
私
が
初

め
て
熱
帯
雨
林
を
訪
れ
た
の
は
、
大
学

院
の
修
士
課
程
の
時
で
あ
っ
た
。
海
外

学
術
調
査
隊
の
一
員
と
し
て
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
、
西
カ
リ
マ
ン
タ
ン
州
（
ボ
ル

ネ
オ
島
）
で
、
植
物
生
態
学
的
調
査
を

行
う
の
が
私
の
仕
事
だ
っ
た
。

熱
帯
雨
林
に
入
っ
た
最
初
の
数
日
は

興
奮
が
止
ま
な
か
っ
た
。
教
科
書
に
書

か
れ
て
い
た
、
多
様
性
に
満
ち
た
巨
木

達
の
世
界
が
目
の
前
に
広
が
っ
て
い
る

の
だ
。
し
か
し
、
そ
ん
な
興
奮
が
困
惑

へ
と
変
わ
る
の
に
あ
ま
り
時
間
は
か
か

ら
な
か
っ
た
。
莫
大
な
現
存
量
を
支
え

る
巨
木
達
の
葉
は
、
遥
か
上
空
に
展
開

さ
れ
て
お
り
、
双
眼
鏡
を
使
っ
て
も
な

か
な
か
見
え
な
い
。
葉
が
見
え
な
け
れ

ば
、
生
態
学
で
最
も
重
要
な
情
報
で
あ

る
植
物
の
種
類
が
分
か
ら
な
い
の
だ
。

そ
れ
な
ら
ば
手
の
届
く
低
木
か
ら
、
と

始
め
て
み
て
も
莫
大
な
種
類
が
出
現
し

て
し
ま
い
、
研
究
の
方
向
性
す
ら
探
れ

地
球
上
の
あ
ら
ゆ
る
群
系
の
中
で
も

っ
と
も
高
い
地
上
部
現
存
量
を
蓄
え
、

多
様
性
の
宝
庫
と
喩
え
ら
れ
る
ほ
ど
の

態
学
者
に
要
求
さ
れ
て
い
る
任
務
な
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
環
境
共
生
学
部
の

一
員
と
し
て
、
熱
帯
雨
林
と
の
共
生
を

模
索
し
、
信
頼
に
足
る
生
態
学
的
デ
ー

タ
を
提
供
し
て
ゆ
く
こ
と
が
私
の
使
命

だ
と
考
え
て
い
る
。

ご
す
の
が
習
慣
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
魅
力
あ
る
熱
帯
雨
林
が
現
在
、

急
速
な
勢
い
で
減
少
し
て
い
る
。
熱
帯

雨
林
の
お
も
し
ろ
さ
を
引
き
出
し
、
社

会
的
に
存
在
価
値
が
ア
ピ
ー
ル
で
き
る

よ
う
な
学
術
的
研
究
を
行
う
こ
と
。
こ

れ
が
、
私
の
研
究
ス
タ
イ
ル
だ
っ
た
。

し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
本
当
に
熱
帯
雨

林
の
減
少
を
阻
止
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

熱
帯
雨
林
の
減
少
の
背
景
に
は
、
森
林

資
源
を
ど
う
し
て
も
切
り
売
り
せ
ね
ば

な
ら
な
い
開
発
途
上
国
の
事
情
が
あ
る

は
ず
で
あ
る
。
し
か
ら
ば
、
熱
帯
雨
林

を
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
熱
帯

雨
林
の
減
少
が
割
り
に
合
わ
な
い
）
根

拠
を
示
す
科
学
的
デ
ー
タ
の
提
供
こ
そ

が
、
熱
帯
雨
林
減
少
に
対
す
る
強
力
な

歯
止
め
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
し
て
、
こ
れ
こ
そ
が
現
在
、
熱
帯
生

な
い
。
な
に
せ
こ
こ
は
、
多
様
性
の
宝

庫
な
の
だ
。
悶
々
た
る
日
々
を
過
ご
し

た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
る
。

研
究
の
転
機
と
な
っ
た
の
は
フ
ネ
ミ

ノ
キ
と
の
出
会
い
で
あ
る
。
森
林
全
体

を
相
手
に
出
来
な
い
な
ら
ば
、
そ
の
構

成
樹
種
に
焦
点
を
当
て
、
そ
い
つ
を
徹

底
的
に
調
べ
て
や
ろ
う
と
考
え
た
の
だ
。

結
局
、
こ
の
フ
ネ
ミ
ノ
キ
と
熱
帯
雨
林

に
は
ま
っ
て
し
ま
い
、
そ
の
後
は
一
年

の
数
ヶ
月
を
熱
帯
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
で
過

熱
帯
雨
林
と
の

共
生
の
た
め
に

フタバガキ科植物の巨木 フネミノキの現存量調査

調査キャンプにて
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総合管理学部
FACULTY of ADMINISTRATION

通
常
、
人
間
は
何
ら
か
の
組
織
的
な

も
の
を
通
し
て
、
自
分
の
可
能
性
を
試

し
た
り
、
自
分
の
存
在
基
盤
の
構
築
に

励
ん
だ
り
す
る
。
こ
れ
は
、
特
に
孤
独

に
た
え
る
こ
と
に
慣
れ
て
な
い
現
代
人

の
宿
命
で
あ
ろ
う
。
自
分
へ
の
高
尚
な

哲
学
か
ら
味
わ
え
る
幸
福
感
は
そ
う
長

く
続
く
も
の
で
は
な
い
。
並
大
抵
の
精

神
で
は
到
底
、
幸
福
感
の
余
韻
に
耐
え

ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

組
織
論
を
や
っ
て
い
る
（
研
究
し
て

い
る
）
人
も
、
現
代
人
の
宿
命
か
ら
逃

れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
組
織

論
を
や
っ
て
い
る
（
研
究
し
て
い
る
）

と
い
え
る
人
は
、
孤
独
な
現
代
人
に
可

頼
で
き
る
も
の
に
、
創
造
性
は
組
織
を

や
る
気
の
あ
る
も
の
に
、
変
え
て
い
く
。

と
こ
ろ
が
魂
の
糧
は
自
然
に
手
に
入
る

わ
け
が
な
い
。
必
死
に
戦
っ
て
い
る
人

間
の
手
を
借
り
る
以
外
、
方
法
は
な
い
。

正
当
性
と
革
新
性
に
溢
れ
る
組
織
は
、

信
頼
感
と
や
る
気
の
あ
る
人
間
で
満
ち

て
い
る
の
で
あ
る
。

正
当
性
と
創
造
性

が
枯
れ
て
し
ま
っ
た

組
織
は
滅
び
る
。
魂

を
奪
わ
れ
た
抜
け
殻

に
な
っ
て
し
ま
う
。

私
は
、
組
織
論
を
や

ろ
う
と
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
正
当
性

と
創
造
性
と
は
何

か
、
正
当
性
と
創
造

性
の
源
泉
は
ど
こ
に

あ
る
の
か
、
正
当
性

と
創
造
性
は
ど
の
よ

う
に
生
成
さ
れ
る
の

か
、
そ
の
主
役
は
誰

な
の
か
、
最
後
に
正

当
性
と
創
造
性
が
枯

能
性
の
世
界
を
広
げ
、
存
在
基
盤
の
触

感
を
忘
れ
さ
せ
ま
い
と
す
る
、
も
う
一

つ
の
宿
命
に
目
覚
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
だ
か
ら
、
組
織
論
者
は
常
に
非
愴

感
に
満
ち
て
い
る
。

私
は
、
組
織
論
を
や
ろ
う
と
し
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
組
織
に
溺
れ
る
こ
と

も
な
く
、
組
織
に
従
属
す
る
こ
と
も
な

く
、
組
織
を
見
捨
て
る
こ
と
も
な
く
、

組
織
に
見
限
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
、
懸

命
に
生
き
よ
う
と
す
る
現
代
人
の
姿
を

探
ろ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
宿

命
を
背
負
っ
た
人
間
は
常
に
意
思
決
定

に
迫
ら
れ
る
。
選
択
は
、
ま
る
で
三
次

元
映
画
の
映
像
の
よ
う
に
、
目
の
前
に

迫
っ
て
く
る
。
目
を
瞑
っ
て
し
ま
え
ば

い
い
だ
ろ
う
け
ど
、
自
分
を
通
り
過
ぎ

煙
の
よ
う
に
消
え
て
し
ま
う
こ
と
へ
の

不
安
感
が
現
代
人
を
必
死
に
さ
せ
る
。

私
は
ま
さ
に
そ
の
不
安
感
と
戦
っ
て
い

る
。
そ
し
て
必
死
に
な
っ
て
い
る
現
代

人
の
側
に
立
と
う
と
し
て
い
る
。

組
織
に
も
魂
が
宿
る
。
組
織
に
宿
る

魂
は
正
当
性
と
創
造
性
を
糧
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
正
当
性
は
組
織
を
信

組
織
論
者
は
常
に
悲
愴
感
に
満
ち
て
い
る

黄
　
在
南

助
教
授
〔
組
織
論
〕

れ
な
い
方
法
は
何
で
あ
る
か
、
を
探
ろ

う
と
し
て
い
る
。

私
が
い
つ
に
な
っ
た
ら
組
織
論
を
や

っ
て
い
る
と
い
え
る
か
は
、
ま
だ
わ
か

ら
な
い
。
こ
の
こ
と
が
辛
い
し
、
自
分

を
駆
り
立
て
る
。
だ
か
ら
非
愴
感
に
満

ち
て
い
る
の
で
あ
る
。
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学　会　名　 開催日　 内　　容　

日本行政学会総会・研究会　 1999.5.22―5.23

日本栄養・食糧学会　
西日本支部大会　

1999.11.12―11.13

馬場　良二（文学部　教授）　

菅野　道廣（環境共生学部　教授）　

大岡　敏昭（環境共生学部　教授）　

松添　直隆（環境共生学部　助教授）　

福岡　義之（環境共生学部　助教授）　

松野　了二（総合管理学部　教授）　

中村　泰人　
（環境共生学部　教授）　

有薗　幸司　
（環境共生学部　教授）　

弘谷多喜夫　
（文学部　教授）　

藤尾　好則　
（総合管理学部　教授）　

有薗　幸司（環境共生学部　教授）　
及び学生5名　

久間　清俊（総合管理学部　教授）　
及び学生13名　

中宮　光隆（総合管理学部　教授）　
及び学生16名　

井田　貴志（総合管理学部　助教授）　
及び学生10名　

高埜　　健（総合管理学部　助教授）　
及び学生16名　

原田　　久（総合管理学部　講師）　
及び学生7名　

交付決定額　
（千円）　

ピッチとアンプリチュードが日本語長母音の
拍数知覚に果たす機能の解明　

脂肪酸代謝の制御に対するセサミンと共役型
多価不飽和脂肪酸の協同効果解析　

日本の城下町都市における近世近代の都市住
宅に関する研究　

トマトの土壌伝染性病・虫害の回避を目的に
したナス属植物の台木利用に関する研究　

エネルギー代謝系の応答動態からみた中高年
者のトレーナビリティの評価　

不明瞭な英語の聞取り学習支援のためのデー
タベース作成とその検索法に関する研究　

氏　　名　

氏　　名　 研　究　課　題　

学術会議名　 開催地　 発　表　題　目　 派遣期間　

1999.11. 6　
　　－11.14

1999.11.14　
　　－11.20

1999.12.23　
　　－12.28

2000. 2. 7　
　　 － 2.15

オーストラリア　
（シドニー）　

アメリカ合衆国　
（フィラデルフィア）　

中華人民共和国　
（大連）　

アメリカ合衆国　
（サンディエゴ）　

SEASONALITY OF HEAT LOSS CAUSED BY EVAPORATION FROM 
HUMAN SKIN (皮膚表面からの蒸発による熱損失の季節性）　

① Relationship between Inner Coatings of Food Cans Packed only water 
and Bisphenol-A Migration (水のみを入れた食品缶詰内側コーティ
ング剤とビスフェノールＡ溶出との関係）　

② Effects on Vitellogenin mRNA and Fertility Levels of “C. elegans” by 
Estrogenic Chemicals (女性ホルモン様化学物質がC. elegansの産卵
能力とビテロジェニンmRNAに与える影響）　

戦前日本におけるアジア教育認識の形成－明治後期教育雑誌記事
を中心に－　

Information System Design of Undergraduate Education: Combining 
Lectures with Practice（学部における情報システム設計：講義と実習
を統合）　

Joint meeting of the International 
Congress of Biometeorology(ICB) and the 
International Conference on Urban 
Climatology(ICUC) in 1999 (1999年生気
候学・都市気候学合同国際会議）　

「Macht Und Burger am 17　
 Juni 1953」　
「ドイツ社会思想史研究―
市民社会と高度資本主義」　

内分泌攪乱物質の野生生物に
与える影響調査　

日本の年金制度の改革につい
て　

アジアの通貨・経済危機と国連
通貨体制　

観光地域活性化の経済分析　

日米中新時代　
―アジア太平洋における共存と努力　

地方自治体の「格付け」　
―地方自治体のISO取得を中心に―　

Society of Environmental Toxicology and 
Chemistry （環境毒物化学学会）　

中日教育的回顧與展望－第3次日本侵華殖民教
育研究國際學術研討會（中日教育の回顧と展望－
第3次日本侵華植民地教育史国際シンポジウム）　

SITE2000-Information Technology &　
Teacher Education International Conference　
(情報技術と教員教育国際学会）　

菅野　道廣　
（環境共生学部　教授）　

松野　了二　
（総合管理学部　教授）　

税所　幹幸　
（総合管理学部　教授）　

古賀　　実　
（環境共生学部　教授）　

氏　　名　 学術会議名　 開催地　 発　表　題　目　 派遣期間　

1999. 5. 8　
　　－ 5.14

1999. 6.18　
　　－6.26

1999. 6.18　
　　－6.26

1999. 8.21　
　　－ 8.28

アメリカ合衆国　
（オーランド）　

アメリカ合衆国　
（シアトル）　

アメリカ合衆国　
（シアトル）　

アメリカ合衆国　
（ディアボーン）　

① Immunoregulatory Function of Sesamin in Rats 　
(ラットにおけるセサミンの免疫機能調節作用）　

② Synergism of Nutraceuticals in Lipid Metabolism: Conjugated Linoleic 
Acid and Other Functional Factors (脂質代謝におけるニュートラシ
ューティカルズの相乗作用：共役リノール酸と他の機能性因子）　

A-Mate: A Multimedia Authoring System for Teaching for Teaching ESL 
(英語教育のためのマルティメディア教材作成支援システム）　

Issues in the Development of WWLab : A System for Scientific 
Experiment through the Web (WWLaB　（Webを利用した科学実験
システム）に適した実験に関する一検討）　

Practical Application of Cold Plasma Decomposition Processes for Odor 
Control (コールドプラズマ分解プロセスを応用した悪臭除去の実際）　

AOCS (the American Oil Chemists' Society) 
Annual Meeting 　
(アメリカ油化学会年会）　

ED-MEDIA99

ED-MEDIA99

14th Ozone World Congress　
 (第14回国際オゾン学会）　

深津　和彦　
（環境共生学部　教授）　

1999.12. 6　
　　－12.12

中華人民共和国　
（広州）　

Thermal Degradation of Poly (vinyl Alcohol) /Poly (vinyl Chloride) Blend 
with Flame Retardants (難燃剤を含むポリビニルアルコール／ポリ
塩化ビニルブレンド物の熱分解）　

6th Pacific Polymer Conference 　
（第6回太平洋ポリマー会議）　

基盤研究（C）（2）　

基盤研究（C）（1）　

基盤研究（B）（2）　

基盤研究（C）（1）　

奨励研究（A）　

基盤研究（C）（1）　

700　

2,400　

1,300　

2,800　

1,500　

1,600

※本学教員が研究代表者となっているものを記載　

研究代表者　 研　究　課　題　 種　　別　

助成額　
（千円）　

氏　　名　 出　版　題　名　
助成額　

（千円）　

531　

660　

818　

993　

730　

450　

　

星乃　治彦（文学部　助教授）　

久間　清俊（総合管理学部　教授）　

1,000　

1,000

（1日目） 共通論題Ⅰ「公共事業：政治と行政」　
 分科会Ａ「比較政府間関係論」　
 分科会Ｂ「NPOと行政の新展開」　

（2日目） 共通論題Ⅱ「公共事業：評価と改革」　
 分科会Ｃ「行政と議会―国際比較分析」　
 分科会Ｄ「都市の管理と政治」　

（1日目） 特別講演会（一般対象）　
 　「食品産業と環境」、「脂溶性ビタミンと油脂の健康学」、　
 　「栄養学のパラドックスとパラダイム」、「生活習慣病と食生活」　
（2日目） 一般講演（会員対象）　

 　「ドナリエラパウダーの安全性試験」　
 　「緑茶ポリフェノールによる鉄イオンの不活性化」他13講演　

  文部省科学研究費補助金　採択実績　（平成11年度）　

（平成11年度）　  熊本県立大学後援会からの助成実績（抜粋）　

（平成11年度）　

（平成11年度）　

  熊本県立大学学会開催補助金　採択実績　

  海外学術会議での発表派遣　

国外学術会議出席助成（教員が国外で開催される学術会議で発表する場合に助成）　

共同自主研究助成（学生と教員が共同して自主的に行う研究に助成）　 教育研究の成果発表助成（教員が教育研究図書を出版する経費を助成）　

◆文部省科学研究費補助金　
◆後援会からの助成　
◆海外学術会議での発表派遣　
◆学会開催補助金　
◆地域貢献研究事業　

◆文部省科学研究費補助金　
◆後援会からの助成　
◆海外学術会議での発表派遣　
◆学会開催補助金　
◆地域貢献研究事業　
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氏　　名　 研　究　テ　ー　マ　
交付決定額　
（千円）　

交付決定額　
（千円）　

中村　泰人（環境共生学部　教授）　

篠原　亮太（環境共生学部　教授）　

張　　代洲（環境共生学部　講師）　

山田　俊弘（環境共生学部　講師）　

高齢者福祉施設における温熱的生活環境の適正化　

木酢液の成分分析と用途開発に関する研究　

熊本市内および周辺地域における大気エアロゾル粒子の形態と組成分析　

熊本県五木村白髪岳天然林における保全生態学的研究　

1,053　

1,117　

993　

1,292

氏　　名　 研　究　テ　ー　マ　
交付決定額　
（千円）　

田中　宏尚（文学部　教授）　

三木　悦三（文学部　教授）　

砂野　幸稔（文学部　教授）　

山田　　俊（文学部　助教授）　

米谷　隆史（文学部　講師）　

カークパトリック（文学部　講師）　

中島煕八郎（環境共生学部　教授）　

白土　英樹（環境共生学部　助教授）　

中宮　光隆（総合管理学部　教授）　

税所　幹幸（総合管理学部　助教授）　

SPI（下田式）性格検査法の改訂　

言語行為における遂行性の分析　

多言語状況における「国語」問題の研究　

北宋道教の心性思想研究　

百科事典型節用集の系統的研究　

Science, belief and education : Western and Eastern perspectives　

過疎農山村の地域資源の存在状況とその活用方途に関する研究　

白ワインの特徴的香気成分の検索　

バブル経済と市場　

インターネットを利用した科学実験システムの実現　

704　

293　

535　

1,576　

416　

300　

915　

1,833　

432　

1,137

堤　　裕昭（環境共生学部　教授）　

堤　　裕昭（環境共生学部　教授）　

松添　直隆（環境共生学部　講師）　

立山　敏男（総合管理学部　教授）　

立山　敏男（総合管理学部　教授）　

米澤　和彦（総合管理学部　教授）　

米澤　和彦（総合管理学部　教授）　

　

不知火海および大野川河口の底生生物相の特徴について　

緑川河口干潟地域のアサリ資源激減の原因究明とその回復策　

熊本県特産野菜・熊本長ナス（通称赤ナス）の果実の着色と色素生成について　

ベンチャー企業の創業プロセスと支援施策　

自治体経営におけるPFI方式の可能性一本県における適用可能性の検討　

県立学校職員の管理職研修のあり方について　

熊本県における新たな過疎対策の方向性に関する研究　

1,334　

1,535　

2,060　

1,682　

692　

518　

320

文化企画課　

水産研究センター　

農政課（農研センター）　

工業振興課　

企業局経営企画課　

教育庁学校人事課　

地域政策総室　

氏　　名　 研　究　テ　ー　マ　 依　頼　元　
交付決定額　
（千円）　

有薗　幸司（環境共生学部　教授）　

藤尾　好則（総合管理学部　教授）　

石橋　敏郎（総合管理学部　教授）　

原田　　久（総合管理学部　講師）　

バイオアッセイを用いた環境評価法の実際　

パソコンを活用した事務の効率化について　

高齢者の自立支援　

自治体における問題解決のための政策立案及び立法化の手法　

326　

309　

223　

217

県内の環境保健担当者等への　
環境評価法の実務研修　

市町村職員等へのパソコン、　
インターネットの実務研修　

高齢者自立支援の施策検討　

市町村職員との政策立案手法　
の検討　

氏　　名　 研　究　テ　ー　マ　 備　考（研究内容）　
交付決定額　
（千円）　

竹原　崇雄（文学部　教授）　 三島由紀夫『金閣寺』の世界　 588

氏　　名　 出　版　題　名　

（平成11年度）　  熊本県地域貢献研究事業　採択実績　
地域振興支援研究（文化、自然、社会等の領域における地域振興の一助となる研究）　

リカレント教育（職業人の再教育を行い、ひいては地域社会の発展に寄与するもの）　

学術高度化研究（学術の高度化に寄与し、ひいては本県の発展に寄与しうる優れた着想を持つ基礎研究及び特色ある研究を格段に発展させうる研究）　

設置者からの依頼研究（設置者である熊本県の各所属が持つ政策課題等の研究）　

その他研究事業の趣旨に添った研究等（出版助成）　
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我 が 師

文学部 日本語日本文学科4年
有村　佳

よ し

子

『
小
櫃
先
生
レ
ポ
ー
ト
』

グ
レ
ー
の
オ
ー
ル
バ
ッ
ク
の
ヘ
ア
ス

タ
イ
ル
と
眼
鏡
の
奥
の
優
し
げ
な
瞳
が

印
象
的
な
小
櫃
先
生
は
、
そ
の
話
し
方

も
雰
囲
気
も
穏
や
か
で
授
業
中
も
ほ
と

ん
ど
そ
う
な
の
で
す
が
、
ご
く
た
ま
に

ぽ
ろ
っ
と
自
分
の
思
い
出
話
や
大
好
き

な
樋
口
一
葉
に
つ
い
て
急
に
熱
っ
ぽ
く

語
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
目
が
離

せ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
授
業
で
見
ら
れ

る
姿
は
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、
今
回
知

ら
れ
ざ
る
先
生
の
生
活
の
一
部
分
を
教

え
て
い
た
だ
い
た
の
で
ち
ょ
っ
と
だ
け

報
告
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

朝
起
き
る
の
は
十
一
時
と
意
外
に
遅

く
、
そ
の
た
め
ご
は
ん
は
二
食
だ
そ
う

で
す
。
（
だ
か
ら
細
い
の
で
す
ね
）
ま

た
、
講
義
の
な
い
と
き
は
よ
く
散
歩
を

し
て
い
る
そ
う
で
す
。
趣
味
は
や
は
り

原
稿
を
書
く
こ
と
で
、
現
在
も
「
日
本

新
劇
理
念
史
」
の
三
冊
目
（
四
百
字
詰

原
稿
用
紙
に
一
四
〇
〇
枚
と
い
う
大

作
！
）
の
清
書
に
取
り
か
か
り
、
夜
の

三
時
ま
で
執
筆
を
し
て
い
る
そ
う
で
、

そ
こ
に
は
根
っ
か
ら
の
研
究
者
の
姿
が

あ
り
ま
し
た
。

知
ら
れ
ざ
る
…
の
つ
も
り
で
し
た

が
、
小
櫃
先
生
は
や
は
り
期
待
を
裏
切

ら
ず
、
我
が
道
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
が
先
生
の
魅
力
な
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

文学部　教授　小櫃萬津男〔日本文学〕（前列中央）

先
生
と私

の
夢
芝
居

私
が
初
め
て
鈴
木
先
生
と
お
会
い
し

た
の
は
、
高
校
３
年
の
夏
、
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
の
と
き
で
し
た
。
教
壇
の

上
で
ニ
コ
ッ
と
一
言
、
「
鈴
木
ハ
ム

●

●

で

す
」
。
あ
の
衝
撃
的
な
出
会
い
か
ら
早

４
年
、
ま
さ
か
先
生
の
も
と
で
卒
論
を

書
く
こ
と
に
な
ろ
う
と
は
…
。

『
ハ
ム
ち
ゃ
ん
』
の
愛
称
で
多
く
の

人
に
親
し
ま
れ
て
い
る
鈴
木
先
生
。
そ

の
お
人
柄
ゆ
え
、
大
変
人
望
が
厚
く
、

昨
年
の
教
授
昇
進
祝
賀
パ

ー
テ
ィ
ー
で
も
多
く
の
卒

業
生
が
お
祝
い
に
か
け
つ

け
て
下
さ
い
ま
し
た
。
好

奇
心
旺
盛
で
、
何
事
も
科

学
的
視
点
か
ら
分
析
さ
れ

る
そ
の
姿
勢
に
驚
い
て
し

ま
う
こ
と
も
度
々
で
す
が
、

勉
強
に
な
る
こ
と
も
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。

生
活
科
学
部
棟
２
Ｆ
に
見

え
る
カ
ッ
パ
の
影
。
そ
こ

が
栄
養
生
理
学
研
究
室
で

す
。
現
在
卒
論
生
は
４
名
。

毎
日
、
先
生
の
マ
シ
ン
ガ

ン
ト
ー
ク
＆
鋭
い
つ
っ
こ

み
に
耐
え
な
が
ら
過
ご
し

て
い
ま
す
。
と
い
う
は
少

し
オ
ー
バ
ー
で
す
が
、
先

生
の
パ
ワ
ー
は
20
代
の
私

た
ち
も
圧
倒
さ
れ
る
ほ
ど

で
す
。
テ
レ
ビ
に
出
れ
ば

絶
対
ブ
レ
イ
ク
す
る
（
笑
）

と
思
う
の
で
す
が
、
と
て

も
そ
ん
な
お
時
間
は
な
さ

そ
う
で
す
。

環境共生学部　教授　鈴木　　公〔栄養生理学〕（前列）

生活科学部 食物栄養学科4年
秋吉　澄子
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オ
ラ
ン
ダ
人
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

21
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
激
動
の
な
か
で

■
環
境
共
生
学
部
　
教
授

村
上
　
良
知

■
総
合
管
理
学
部
　
助
教
授

森
　
美
智
代
（
平
成
10
年
８
月
か
ら
平
成
11
年
８
月
ま
で
ド
イ
ツ
に
留
学
研
修
）

98
年
秋
か
ら
、
オ
ラ
ン
ダ
で
高
齢
者

の
住
環
境
を
学
ん
だ
。
そ
の
合
間
を
縫

っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
建
物
を
夢
中
で
見

て
ま
わ
っ
た
。

ア
ム
ス
の
郊
外
に
、
建
築
家
ア
ル

ド
・
フ
ォ
ン
・
ア
イ
ク
の
傑
作
、
孤
児

院
が
あ
る
。
学
生
時
代
に
写
真
で
感
動

し
た
建
物
だ
。
葡
萄
の
粒
が
集
ま
っ
て

房
に
な
る
よ
う
に
、
同
じ
単
位
を
う
ま

く
並
べ
て
全
体
を
形
づ
く
る
ク
ラ
ス
タ

ー
タ
イ
プ
の
建
築
で
あ
る
。
今
は
、
複

数
の
民
間
企
業
が
利
用
し
て
い
て
、
中

は
見
せ
て
く
れ
な
い
。

隣
に
や
は
り
彼
が
設
計
し
た
５
階
建

て
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
が
あ
る
。
そ
の
管

理
室
に
お
そ
る
お
そ
る
尋
ね
て
み
た
。

「
日
本
か
ら
、
隣
の
建
物
を
見
に
き
た
。

屋
上
に
昇
ら
せ
て
く
れ
ま
せ
ん
か
。
」

「
つ
い
て
こ
い
！
」
と
い
う
。
空
調
機

の
間
を
縫
っ
て
、
手
摺
が
な
い
屋
上
に

立
っ
た
。
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
縁
に
近
づ
く
。

落
ち
た
ら
終
わ
り
だ
。
足
が
す
く
む
。

「
図
面
と
同
じ
だ
！
」
と
、
心
で
叫

ぶ
。
夢
中
で
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
た
。

写
っ
て
い
る
こ
と
を
祈
っ
て
、
降
り
た
。

「
い
い
旅
を
」
と
管
理
人
の
お
じ
さ
ん

は
言
っ
て
く
れ
た
。
１
年
前
に
オ
ラ
ン

ダ
人
か
ら
山
の
よ
う
に
た
く
さ
ん
い
た

だ
い
た
「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」
の
ひ
と

つ
で
あ
る
。
（
７
千
枚
以
上
の
写
真
を

撮
っ
た
が
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
し
た
ら

自
分
が
写
る
最
新
の
カ
メ
ラ
を
忘
れ
て

い
っ
た
の
で
、
自
分
の
写
真
が
殆
ど
な

い
。
）

こ
れ
ま
で
ド
イ
ツ
で
の
研
修
は
た
び
た
び

経
験
し
ま
し
た
が
、
１
年
間
と
い
う
長
期

研
修
は
、
今
度
が
は
じ
め
て
で
し
た
。
１

年
と
い
う
の
は
、
長
い
よ
う
で
短
く
、
今

思
い
ま
す
と
、
夢
の
よ
う
に
過
ぎ
去
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
１
９

９
９
年
と
い
う
年
は
、
ド
イ
ツ
に
と
っ
て
、

経
済
的
に
も
、
政
治
的
に
も
過
渡
期
だ
っ

た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
と
い
う
の
は
、
99

年
は
経
済
的
に
は
、
ユ
ー
ロ
単
一
通
貨
統

合
の
開
始
年
で
も
あ
り
、
新
し
い
世
界
の

幕
開
け
を
予
感
す
る
よ
う
な
フ
ラ
ン
ク
フ

ル
ト
の
金
融
、
銀
行
街
に
は
各
国
か
ら
集

ま
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
期
待
と
緊
張
感

が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
ジ
ル
ベ
ス
タ
（
大

晦
日
）
に
、
大
学
の
助
手
夫
妻
か
ら
夕
食

の
招
待
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
時
、
助
手

の
友
達
で
あ
る
証
券
取
引
所
の
関
係
者
か

ら
、
ユ
ー
ロ
通
貨
単
位
の
変
換
の
混
乱
に

備
え
、
証
券
取
引
所
に
は
多
く
の
社
員
が

待
機
し
て
い
る
と
い
う
話
を
聞
き
、
ま
た

銀
行
は
銀
行
で
通
貨

単
位
の
変
換
の
混
乱

に
銀
行
員
が
待
機
し

て
い
る
と
い
う
話
を

聞
き
、
何
が
起
こ
る

か
わ
か
ら
な
い
と
い

う
２
０
０
０
年
の
Ｙ

２
Ｋ
並
み
の
緊
張
感

を
先
に
フ
ラ
ン
ク
フ

ル
ト
で
経
験
し
た
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。
99
年
に
な
っ
て
、
１

週
間
は
銀
行
口
座
引
き
落
と
し
に
よ
る
振

り
込
み
は
、
順
調
に
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
政
治
的
に
は
、
99
年
は
、
16
年
間

と
い
う
長
い
Ｃ
Ｄ
Ｕ
政
党
の
コ
ー
ル
政
権

か
ら
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
政
党
の
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
政

権
の
交
代
の
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
選
挙

運
動
で
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
レ
ー
マ
ー
広

場
に
き
た
コ
ー
ル
首
相
の
演
説
を
聴
き
に

行
っ
た
の
も
、
今
と
な
れ
ば
懐
か
し
い
思

い
出
で
す
。
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
は
リ
ン
ゴ

ワ
イ
ン
の
名
産
地
で
す
が
、
リ
ン
ゴ
ワ
イ

ン
を
飲
み
な
が
ら
、
市
民
が
政
治
家
の
演

説
を
熱
心
に
聞
く
姿
に
は
、
ド
イ
ツ
人
ら

し
い
演
説
好
き
な
気
質
を
感
じ
ま
し
た
。

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
は
、
世
界
各
国
の
人
達

が
集
ま
っ
た
町
で
、
な
か
に
は
、
母
国
で

は
戦
争
し
て
い
る
国
の
人
達
も
互
い
に
生

活
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
も
、
住

民
の
関
係
の
複
雑
さ
を
ひ
っ
く
る
め
て
い

る
町
で
し
た
。
日
本
を
一
歩
で
る
と
個
人

主
義
と
い
う
言
葉
が
人
を
支
配
し
て
い
る

よ
う
な
複
雑
さ
を
思
い
起
こ
し
ま
す
。

大
学
で
の
研
究

生
活
で
は
、
日
本

の
大
学
と
は
違
っ

た
シ
ス
テ
ム
を
味

わ
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
多
く
の

助
手
、
秘
書
を
も

つ
ド
イ
ツ
の
大
学

教
授
の
研
究
室
の

な
か
で
の
生
活
は
、
毎
日
緊
張
感
が
あ
り

ま
し
た
。
日
頃
の
講
義
の
他
に
、
と
き
に

は
ブ
ロ
ッ
ク
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
と
い
う
１
週
間

の
合
宿
に
よ
る
研
修
が
開
か
れ
ま
す
。
こ

の
研
修
へ
の
参
加
で
は
、
教
授
と
助
手
、

ド
イ
ツ
学
生
の
間
で
活
発
な
議
論
が
飛
び

交
う
情
景
を
思
い
出
し
、
議
論
好
き
な
ド

イ
ツ
気
質
が
み
な
ぎ
っ
た
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を

経
験
し
ま
し
た
。

仕
事
の
手
を
休
め
て
、
一
年
間
の
ド
イ

ツ
で
の
生
活
を
思
い
起
こ
し
な
が
ら
、
も

う
一
度
、
あ
の
よ
う
な
経
験
が
で
き
れ
ば

と
、
あ
れ
や
こ
れ
や
と
過
ぎ
去
っ
た
つ
か

の
間
の
思
い
出
に
ふ
け
っ
て
い
ま
す
。

随 筆旧孤児院
（設計：アルド・フォン・アイク）

ライン川河畔の古城で

右奥はデルフト市役所で今でも行事に使用。
手前は骨薫店。

直線で30kmの大堤防にて

（
平
成
10
年
９
月
か
ら
平
成
11
年
９
月
ま
で

オ
ラ
ン
ダ
に
留
学
研
修
）

フランクフルトの金融街

フランクフルトの金融街を
背景にマイン川河畔で
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I C E
入
学
し
て
は
や
１
年
、
と
て
も
有
意
義
な
１
年

を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
は
一
般
の

学
生
と
は
少
し
違
っ
て
、
社
会
人
入
学
生
と
し
て

県
大
に
入
っ
て
き
ま
し
た
。
高
校
卒
業
の
と
き
、

目
標
も
な
く
、
た
だ
み
ん
な
が
行
く
か
ら
私
も
大

学
へ
行
く
と
い
う
の
は
嫌
で
、
い
ち
ば
ん
興
味
の

あ
っ
た
服
飾
関
係
の
専
門
学
校
へ
と
進
学
し
ま
し

た
が
、
自
分
に
は
才
能
が
な
い
と
１
年
後
に
あ
っ

さ
り
、
辞
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。
い
ま
考
え
て
み

る
と
、
才
能
が
な
い
と
い
う
前
に
、
結
局
本
当
に

好
き
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か
ら
途
中
で
辞
め
て

し
ま
っ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
い
ろ
ん

な
こ
と
が
あ
り
、
運
命
の
糸
に
操
ら
れ
、
偶
然
に

で
す
け
ど
、
自
分
に
と
っ
て
天
職
だ
と
思
え
る
仕

事
に
も
出
会
え
ま
し
た
。
け
れ
ど
、
出
産
、
子
育

て
と
再
び
そ
の
仕
事
に
戻
る
こ
と
は
断
念
せ
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
子
供
を
生
ん
で
育
て
る
こ

と
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。
自
分
が
成
長
す
る

こ
と
で
す
。
し
か
し
、
女
性
に
と
っ
て
は
人
生
を

左
右
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
け
れ
ど

も
人
生
ど
こ
か
で
諦
め
な
い
こ
と
に
は
、
満
足
な

人
生
を
送
る
こ
と
が
出
来
な
い
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。
ど
ん
な
環
境
に
お
か
れ
て
も
、
そ
れ
を
楽
し

む
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
人
生
何
時
で
も
薔
薇
色
で

す
。
当
面
の
目
標
は
如
何
に
定
期
試
験
を
、
楽
し

む
か
で
す
。
い
く
つ
に
な
っ
て
も
試
験
だ
け
は
、

ち
ょ
っ
と
憂
鬱
で
す
ね
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
、
諸
先
生
方
、
い
つ

も
授
業
中
う
る
さ
く
て
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

し
て
英
文
科
の
個
性
豊
か
な
み
ん
な
、
最
高
の
ク

ラ
ス
メ
ー
ト
で
す
。
２
０
０
０
年
も
、
み
ん
な
で

楽
し
い
年
に
し
よ
う
！

文学部

英語英米文学科1年

村上　 順子

運命と いう 川の流れに身をまかせて

ルフトハンザドイツ航空の
フライト・アテンダント時代

県立大学学生である現在（前列左から2番目）

食
糧
危
機
や
遺
伝
子
組
み
換
え
な
ど

こ
れ
か
ら
の
環
境
問
題
に
つ
い
て
学
び

た
い
と
思
っ
て
い
た
私
は
環
境
共
生
学

部
の
食
・
健
康
環
境
学
を
専
攻
し
た
。

そ
し
て
入
学
式
。
そ
こ
で
私
は
す
ご

く
衝
撃
的
な
事
実
を
知
っ
た
。
そ
れ
は
、

食
・
健
康
環
境
学
40
名
の
中
に
男
は
私

一
人
だ
け
と
い
う
こ
と
だ
。
ま
さ
か
自

分
に
こ
ん
な
こ
と
が
起
き
る
と
思
っ
て

い
な
か
っ
た
私
は
友
人
が
で
き
る
か
心

配
だ
っ
た
。
し
か
し
今
私
の
周
り
に
は

楽
し
く
て
す
ば
ら
し
い
友
達
が
多
く
い

る
。
男
一
人
と
い
う
事
実
も
何
の
こ
と

は
な
い
。
大
学
に
は
多
く
の
出
会
い
が

あ
る
。
そ
の
出
会
い
の
中
で
気
が
合
い
、

心
の
支
え
に
な
っ
て
く
れ
る
友
人
を
見

つ
け
れ
ば
い
い
と
思
う
。
別
に
私
は
無

理
も
何
も
し
て
い
な
い
、
自
然
と
大
学

で
は
友
人
が
増
え
て
い
く
も
の
で
あ

る
。
食
・
健
康
環
境
学
の
人
達
も
良
い

人
ば
か
り
な
の
で
私
も
ク
ラ
ス
メ
ー
ト

と
し
て
共
に
頑
張
れ
る
自
信
が
あ
る
。

食
・
健
康
環
境
学
専
攻
の
み
ん
な
、
こ

れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
!!

ク
ラ
ス
に
男
一
人
と
い
う
経
験
を
す

る
人
も
少
な
け
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
経
験

す
る
こ
と
も
な
い
と
思
う
。
逆
に
考
え

る
と
一
人
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
本
当
に

気
の
合
う
友
人
が
で
き
た
と
さ
え
思
っ

て
い
る
。
こ
の
経
験
は
、
私
に
自
然
な

自
分
を
与
え
て
く
れ
た
、
小
さ
な
タ
ー

ニ
ン
グ
・
ポ
イ
ン
ト
か
も
し
れ
な
い
。

環境共生学部

食・ 健康環境学専攻1年

平野　 将司

小さなターニング・ ポイント

子供と一緒に
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V O
私
の
大
学
生
活
に
お
け
る
忘
れ
難
い

出
来
事
、
そ
れ
は
「
ハ
ー
ト
フ
ル
く
ま

も
と
大
会
」
に
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
参

加
し
た
事
で
す
。
１
年
半
の
間
、
手
話

を
習
い
、
障
害
を
持
っ
た
方
の
講
話
、

合
宿
で
介
護
の
仕
方
等
を
学
び
、
又
神

奈
川
ゆ
め
大
会
へ
サ
ポ
ー
タ
ー
の
代
表

と
し
て
視
察
し
、
ハ
ー
ト
フ
ル
く
ま
も

と
大
会
で
我
々
の
す
べ
き
事
を
学
ん
で

き
ま
し
た
。
大
会
ま
で
は
選
手
と
仲
良

く
な
れ
る
か
、
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
の

役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
か
不
安

で
し
た
が
、
実
際
選
手
と
会
っ
て
選
手

の
温
か
い
心
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、

５
泊
６
日
と
い
う
期
間
が
私
に
と
っ
て

一
生
の
う
ち
の
何
年
分
か
に
あ
た
る
思

い
で
し
た
。
中
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
の

は
選
手
の
一
生
懸
命
な
姿
。
皆
さ
ん
と

て
も
輝
い
て
い
ま
し
た
。
終
っ
た
後
の

笑
顔
や
涙
を
見
て
、
一
緒
に
感
動
し
ま

し
た
。
最
後
の
日
に
は
選
手
か
ら
「
あ

り
が
と
う
」
「
と
て
も
い
い
思
い
出
が

で
き
た
よ
」
と
言
わ
れ
、
サ
ポ
ー
タ
ー

を
し
て
よ
か
っ
た
な
と
感
慨
深
い
も
の

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
様
な
経
験
は
滅

多
に
出
来
る
も
の
で
は
な
く
、
今
こ
の

時
を
大
事
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

い
う
事
と
、
今
自
分
に
出
来
る
事
が
何

か
あ
る
は
ず
と
い
う
事
を
サ
ポ
ー
タ
ー

を
通
し
て
学
び
得
ま
し
た
。
こ
の
大
会

を
き
っ
か
け
に
、
こ
れ
か
ら
も
人
の
出

会
い
を
大
切
に
し
、
そ
こ
か
ら
多
く
の

事
を
学
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

総合管理学部3年
後藤　 太作

あの感動、今も

サポーターのみんなと

ハートフルくまもと大会に選手として出場した佃君（総合管理学部2年）と



ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
は
、
今

や
奉
仕
だ
け
に
と
ど
ま
り
ま
せ

ん
。
人
と
人
と
が
共
に
交
流
を
通

し
て
楽
し
む
こ
と
も
そ
の
ひ
と
つ

で
す
。
私
達
は
、
そ
ん
な
様
々
な

出
会
い
を
大
切
に
活
動
し
て
い
ま

す
。
そ
の
内
容
と
は
、
お
祭
り
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
手
伝
う
こ
と
、

災
害
に
よ
る
被
害
の
救
済
な
ど
で

す
。
現
在
は
、
週
に
２
回
の
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
、
交
流
な
ど

を
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
今
年
か
ら
、
手
話
講

習
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
、
楽
し
い
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

き
っ
と
良
い
経
験
に
な
る
は
ず
で

す
。
そ
し
て
、
そ
こ
か
ら
広
が
る

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
は
、
と
っ

て
も
す
て
き
な
思
い
出
に
な
り
ま

す
よ
。
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サ
イ
ク
リ
ン
グ
部

生
活
科
学
部

二
年
　
竹
下
　
朋
美

サ
イ
ク
リ
ン
グ
部
で
は
、
「
自
転

車
を
楽
し
む
」
と
い
う
共
通
意
識
の

下
で
、
個
人
が
自
分
に
合
っ
た
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
毎
週
土
曜
日
、
10

㎞
～
20
㎞
ほ
ど
の
軽
い
サ
イ
ク
リ
ン

グ
を
楽
し
み
、
夏
の
ツ
ア
ー
や
熊
本

市
内
の
他
大
学
と
の
交
流
も
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
個
人
や
仲
間
内
で

レ
ー
ス
に
参
加
す
る
人
々
も
お
り
、

数
々
の
成
績
を
残
し
て
い
ま
す
。

最
近
に
な
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

開
設
し
、
学
内
外
の
よ
り
多
く
の
人

に
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（http://w
w

w
.pu-kum

am
oto.ac.

jp/~g0973297/top.htm

）

写

真

部

総
合
管
理
学
部

二
年
　
岩
井
　
美
希

私
達
写
真
部
は
、
毎
週
金
曜
日
に

部
会
を
行
い
、
白
亜
祭
写
真
展
「
ジ

ェ
ッ
ト
☆
キ
ッ
ズ
」
や
学
食
写
真
展
、

熊
本
大
学
・
学
園
大
学
・
東
海
大
学

と
の
四
大
学
合
同
写
真
展
「
光
画
展
」

な
ど
様
々
な
写
真
展
へ
の
作
品
出
品

に
向
け
日
々
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

休
日
に
は
阿
蘇
な
ど
、
い
ろ
い
ろ

な
所
へ
写
真
を
撮
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
ド
ラ
イ
ブ
や
、
公
園
な
ど
へ
の

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

総
合
管
理
学
部

二
年
　
平
川
　
達
也

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
は
、
月
・
金
の

週
２
回
、
第
２
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
練
習

し
て
い
ま
す
。
以
前
は
女
性
主
体
の

サ
ー
ク
ル
で
し
た
が
、
最
近
で
は
男

性
部
員
も
増
え
、
本
格
的
に
取
り
組

め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
も

練
習
試
合
を
数
多
く
こ
な
し
、
大
会

に
も
積
極
的
に
参
加
す
る
つ
も
り
で

す
。
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
の
特
長
は
、

先
輩
・
後
輩
、
ま
た
は
男
女
間
の
仲

が
と
て
も
良
い
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
、

女
性
も
初
心
者
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が

楽
し
く
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
キ
ャ
ン
プ
等
の
行
事
も

盛
り
沢
山
で
す
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
は
発
展
途
上
中

の
サ
ー
ク
ル
で
す
。
自
分
の
手
で
強

く
し
た
い
、
ま
た
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

に
興
味
が
あ
る
と
思
う
人
な
ど
お
待

ち
し
て
い
ま
す
の
で
気
軽
に
遊
び
に

来
て
下
さ
い
。

Maple Leaves
（ボランティア活動）

総合管理学部
二年　西平　益絵

Summer tour '99 ～山鹿～

き
ぐ
る
み

●

●

●

●

の
中
も
な
ん
と
サ
ー
ク
ル
メ
ン
バ
ー

顔
が
み
え
な
い
の
が
残
念
。

▲
障
害
児
施
設
へ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。

夏
祭
り
の
様
子
で
す
。

三大学連盟サイクリング　―合同キャンプ―

ピ
ク
ニ
ッ
ク
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
夏
季
休
業
中
に
は
合
宿
を

行
い
、
皆
な
沢
山
の
素
敵
な
写
真
を

撮
っ
て
帰
り
ま
す
。

写
真
の
現
像
や
焼
き
つ
け
な
ど
も

自
分
達
で
行
い
数
秒
単
位
で
写
真
の

印
象
が
大
き
く
変
化
し
、
ま
た
天
候

や
薬
品
の
状
態
に
よ
っ
て
も
写
真
の

出
来
が
良
く
も
悪
く
も
な
っ
て
し
ま

う
と
い
う
大
変
神
経
を
使
う
作
業
で

す
が
、
幾
度
も
焼
き
直
し
を
繰
り
返

し
て
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
通
り
に
出
来

上
が
っ
た
と
き
の
達
成
感
や
満
足
感

は
格
別
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
素
晴
ら

し
い
作
品
制
作
に
励
み
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
の
で
興
味
の
あ
る
方
は
、

是
非
遊
び
に
来
て
下
さ
い
。

t
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“ Life is half spent before 
we know what it is.”
～人生とは何なのかが分かった時には人生の半分は過ぎている～

message for you

高
校
・
短
大
・
就
職
・
退
職
・
留
学
・

大
学
、
そ
し
て
昨
年
４
月
か
ら
英
語
教
員

と
、
履
歴
欄
を
満
杯
に
し
て
し
ま
う
年
女

の
私
で
す
。

授
業
準
備
に
追
わ
れ
ま
く
る
日
々
。

ど
う
し
て
時
間
は
止
ま
っ
て
く
れ
な
い
の

だ
ろ
う
、
と
頬
杖
た
め
息
ふ
が
い
な
さ
。

「
具
合
が
悪
い
の
で
休
み
ま
す
。
」
何
度
電

話
し
よ
う
と
思
っ
た
か
。
英
語
力
を
高
め

た
い
と
高
校
を
選
択
し
、
願
い
は
叶
っ
た

も
の
の
、
気
力
体
力
、
現
実
は
想
像
以
上

に
厳
し
い
も
の
で
す
。

そ
ん
な
毎
日
で
す
が
、
生
徒
た
ち
の

顔
を
見
な
が
ら
、
ど
ん
な
大
人
に
な
っ
て

い
く
の
だ
ろ
う
と
一
人
想
像
し
て
い
る

と
、
「
先
生
、
な
ん
ば
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
よ
っ

と
。
」
の
声
。
超
マ
イ
ペ
ー
ス
で
変
わ
り

者
と
評
判
の
子
、
と
っ
つ
き
に
く
く
て
え

え
カ
ッ
コ
し
の
子
、
赤
点
す
れ
す
れ
だ
け

ど
ク
ラ
ス
の
中
心
に
な
る
子
、
頑
固
な
子
、

や
さ
し
い
子
、
恋
愛
真
っ
最
中
の
子
。
こ

ん
ち
く
し
ょ
ー
と
思
う
こ
と
も
あ
る
け
れ

ど
、
頑
張
れ
よ
、
一
生
懸
命
生
き
ろ
よ
、

人
生
は
楽
し
い
よ
、
と
応
援
せ
ず
に
は
い

ら
れ
な
い
す
ば
ら
し
い
個
性
が
ひ
し
め
い

て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
夢
は
何
で
す
か
？
遠
回
り

の
人
生
も
悪
く
な
い
け
れ
ど
、
自
分
の
や

り
た
い
こ
と
を
早
く
み
つ
け
ら
れ
れ
ば
、

生
き
る
喜
び
を
よ
り
多
く
感
謝
で
き
る
人

生
に
な
る
の
で
は
、
と
私
は
思
い
ま
す
。

平成10年度卒（文学部英語英米文学科）

尾池　美知
（熊本県立熊本北高等学校勤務）

平成9年度卒（総合管理学部総合管理学科）

北岡　　崇
（富合町役場勤務）

熊
本
県
立
大
学
を
卒
業
し
て
、
早
、
２

年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
私
は
現

在
、
富
合
町
役
場
に
勤
務
し
、
住
民
課
の

国
民
健
康
保
険
係
で
先
輩
方
に
支
え
ら

れ
、
多
く
の
住
民
の
方
と
接
し
な
が
ら
、

学
ぶ
こ
と
の
多
い
社
会
人
生
活
を
送
っ
て

い
ま
す
。

１
年
目
は
、
仕
事
の
内
容
が
全
く
分
か

ら
な
か
っ
た
の
で
、
が
む
し
ゃ
ら
に
頑
張

り
、
何
と
か
乗
り
切
っ
た
と
い
う
感
じ
で

し
た
が
、
現
在
は
仕
事
の
仕
組
み
が
だ
い

ぶ
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
少
し
ゆ
と

り
を
持
っ
て
取
り
組
め
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

又
、
私
は
、
小
学
校
か
ら
大
学
ま
で
柔

道
を
続
け
て
お
り
、
現
在
は
母
校
の
中
学

校
の
柔
道
部
の
コ
ー
チ
と
し
て
、
仕
事
の

後
や
休
み
の
日
に
、
生
徒
達
と
一
緒
に
柔

道
の
練
習
に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。
私
に

で
き
る
こ
と
と
い
っ
た
ら
柔
道
ぐ
ら
い
で

す
の
で
、
そ
の
柔
道
を
通
し
て
、
地
域
の

た
め
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
た
ら
い
い
な

あ
と
思
い
な
が
ら
帯
を
締
め
て
い
ま
す
。

私
が
大
学
生
活
か
ら
地
域
社
会
へ
と
行

動
範
囲
の
広
が
る
中
で
、
皆
さ
ん
に
ア
ド

バ
イ
ス
で
き
る
こ
と
と
い
え
ば
、
人
間
関

係
の
大
切
さ
、
そ
れ
と
継
続
は
力
な
り
、

友
は
宝
な
り
と
い
う
こ
と
で
す
。
何
か
一

つ
一
生
続
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
最

高
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
試
練
を
受
け

な
が
ら
も
、
仲
間
が
い
た
か
ら
こ
そ
多
く

の
喜
び
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
成
長
で
き
た

よ
う
に
思
え
ま
す
。
就
職
活
動
に
あ
た
っ

て
も
、
先
生
方
や
、
た
の
も
し
い
先
輩
、

そ
し
て
同
輩
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、

助
け
ら
れ
る
中
で
、
自
分
の
目
標
を
定

め
、
頑
張
れ
た
よ
う
に
思
え
ま
す
。

友
人
を
大
切
に
し
、
自
分
の
ポ
リ
シ
ー

を
持
っ
て
学
園
生
活
を
送
っ
て
下
さ
い
。

～継続は力なり、
友は宝なり～

卒業生からのメッセージ
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CAM
PUS-NEW

S
モ
ン
タ
ナ
留
学
レ
ポ
ー
ト

こ
こ
へ
来
て
４
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し

た
。
月
日
が
た
つ
の
は
早
い
も
の
で
す
。

１
週
間
内
に
今
学
期
も
終
わ
り
冬
休
み

に
な
り
ま
す
。

学
校
。
こ
こ
は
本
当
に
大
変
で
、
私

の
ほ
と
ん
ど
の
時
間
を
費
や
し
て
い
ま

●
佐
間
野
有
希
子
さ
ん
の

レ
ポ
ー
ト
（
原
文
は
英
語
）

●
瀬
古
昌
子
さ
ん
の

レ
ポ
ー
ト
（
原
文
は
英
語
）

す
。
こ
こ
の
学
生
は
日
本
の
学
生
、
少

な
く
と
も
県
立
大
の
学
生
よ
り
も
ず
っ

と
勉
強
し
て
い
ま
す
。
図
書
館
は
研
究

し
た
り
レ
ポ
ー
ト
を
書
い
た
り
す
る
学

生
で
い
つ
も
い
っ
ぱ
い
で
す
。
そ
し
て
、

ア
メ
リ
カ
人
の
学
生
と
同
様
、
こ
こ
の

留
学
生
も
ま
た
毎
日
夜
中
ま
で
勉
強
し

て
お
り
、
３
～
４
時
間
し
か
寝
な
い
時

が
あ
る
人
も
い
ま
す
。
最
初
は
、
全
て

の
留
学
生
が
寝
な
い
で
勉
強
す
べ
き
で

み
ん
な
そ
う
し
て
い
る
の
だ
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
あ
と
に
な
っ
て

そ
れ
は
真
実
で
は
な
い
と
わ
か
り
ま
し

た
。
今
私
は
ほ
と
ん
ど
毎
晩
８
～
９
時

間
寝
て
い
ま
す
。
夜
寝
る
た
め
に
、
昼

間
、
昼
食
時
も
一
生
懸
命
勉
強
し
て
い

る
の
で
す
。
こ
こ
に
は
た
く
さ
ん
の
日

本
人
の
学
生
が
い
て
、
勉
強
す
る
か
わ

り
に
よ
く
一
緒
に
集
ま
っ
て
お
し
ゃ
べ

り
を
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
あ
ま
り
睡

眠
を
と
れ
な
い
一
因
だ
と
思
い
ま
す
。

充
分
な
休
息
を
と
る
こ
と
は
、
こ
こ
で

健
康
を
維
持
す
る
の
に
と
て
も
重
要
な

こ
と
で
す
。

平
成
10
年
度
よ
り
開
始
し
た
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
・
モ
ン
タ
ナ
州
立
大
学
へ
の

短
期
留
学
生
派
遣
。
平
成
11
年
度
は
モ
ン
タ
ナ
州
立
大
学
ボ
ー
ズ
マ
ン
校
に
２

名
の
学
生
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。
そ
の
２
名
、
総
合
管
理
学
部
３
年

佐
間
野
有

希
子
さ
ん
と
文
学
部
４
年

瀬
古
昌
子
さ
ん
か
ら
届
い
た
留
学
生
活
に
関
す
る
レ

ポ
ー
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

平
成
11
年
度
モ
ン
タ
ナ
州
立
大
学
ボ
ー
ズ
マ
ン
校
へ
の
短
期
留
学
生
派
遣

派
遣
期
間：

平
成
11
年
８
月
か
ら
１
年
程
度

派
遣
学
生：

文
学
部
英
語
英
米
文
学
科
４
年
　
瀬
古
　
昌
子

総
合
管
理
学
部
総
合
管
理
学
科
３
年
　
佐
間
野
有
希
子

学
生
寮
。
こ
こ
に
は
た
く
さ
ん
の
友

達
が
い
ま
す
。
Ｑ
ｕ
ａ
ｄ(
学
生
寮
名)

は
す
て
き
な
寮
で
、
私
の
知
る
限
り
モ

ン
タ
ナ
州
立
大
学
で
一
番
だ
と
思
い
ま

す
。
母
国
の
こ
と
を
話
し
た
り
、
カ
ー

ド
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
パ
ー
テ
ィ
を
し

た
り
、
世
界
中
の
い
ろ
い
ろ
な
料
理
を

作
っ
た
り
、
時
に
は
笑
っ
た
り
、
泣
い

た
り
・
・
・
。
キ
ャ
ン
パ
ス
で
生
活
す

る
こ
と
が
友
達
を
見
つ
け
る
一
番
の
方

法
で
す
。
私
達
は
今
、
ク
リ
ス
マ
ス
の

飾
り
付
け
の
計
画
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
ク
リ
ス
マ
ス
休
暇
が
待
ち
き
れ

ま
せ
ん
！

川
や
山
。
こ
こ
は
、
学
校
の
こ
と
を

考
え
ず
時
間
を
過
ご
し
、
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
出
来
る
場
所
で
す
。
ボ
ー
ズ
マ
ン
の

自
然
は
と
て
も
素
晴
ら
し
い
で
す
。
川

に
は
多
く
の
ま
す
が
い
て
と
て
も
美
し

く
、
こ
こ
で
つ
り
を
す
る
の
が
私
の
お

気
に
入
り
の
時
間
で
す
。
も
う
山
に
は

雪
が
つ
も
っ
て
ま
す
。
ス
キ
ー
シ
ー
ズ

ン
も
も
う
す
ぐ
。
ス
キ
ー
場
ま
で
30
分

ぐ
ら
い
で
す
。
モ
ン
タ
ナ
は
ア
ウ
ト
ド

ア
に
も
っ
て
こ
い
の
場
所
で
す
。

友
達
と
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
。
い
つ

も
私
を
ハ
ッ
ピ
ー
に
し
て
く
れ
ま
す
。

す
ば
ら
し
い
友
達
が
で
き
ま
し
た
。
彼

ら
は
私
を
川
に
連
れ
て
行
き
つ
り
を
教

え
て
く
れ
ま
す
。
そ
し
て
い
て
ほ
し
い

時
に
そ
ば
に
い
て
く
れ
ま
す
。
レ
ポ
ー

ト
を
手
伝
っ
て
く
れ
た
り
、
授
業
の
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
前
に
は
励
ま
し

て
く
れ
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん

は
い
つ
も
私
の
世
話
を
し
て
く
れ
、
ま

る
で
本
当
の
両
親
の
よ
う
で
す
。
お
父

さ
ん
が
狩
り
に
行
っ
て
大
き
な
エ
ル
ク

を
捕
ま
え
て
き
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

な
ん
と
お
母
さ
ん
が
そ
の
心
臓
を
夕
飯

に
出
し
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
来
れ
た
こ
と
に
と
て
も
感
謝

し
て
い
ま
す
。
で
も
、
時
々
日
本
に
帰

り
友
達
に
会
い
た
い
と
思
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
友
達
が
日
本
か
ら
送
っ
て
く

れ
る
手
紙
や
写
真
が
励
み
に
な
り
ま

す
。し

か
し
、
と
に
か
く
私
が
今
す
べ
き

こ
と
は
こ
こ
で
一
生
懸
命
が
ん
ば
る
こ

と
で
す
。
こ
こ
で
の
生
活
を
エ
ン
ジ
ョ

イ
し
、
で
き
る
だ
け
長
く
こ
こ
に
い
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
１
９
９
９
・
12
・
８
）

秋
学
期
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
英

語
と
こ
こ
で
の
生
活
に
慣
れ
る
の
が
と

て
も
大
変
で
し
た
が
、
フ
ラ
イ
フ
ィ
ッ

シ
ン
グ
や
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
楽
し
い
こ

と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

勉
強
に
つ
い
て
で
す
が
、
私
は
こ
の

秋
学
期
で
４
つ
の
授
業
、
12
単
位
を
取

り
ま
し
た
。
特
に
言
語
学
の
授
業
は
私

の
好
き
な
授
業
の
１
つ
で
し
た
。
社
会

学
と
教
育
心
理
学
は
つ
い
て
い
く
の
が

大
変
で
し
た
が
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
や
討
論
を
す
る
機
会
が
多
く
持
て
、

良
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
ス
ト
レ
ス

を
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
週
末

に
楽
し
ん
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
ま

す
。（

中
略
）

冬
休
み
が
終
わ
り
今
日
か
ら
春
学
期

が
始
ま
り
ま
す
。
冬
休
み
に
は
佐
間
野

さ
ん
と
守
江
君
（
総
合
管
理
学
部
３
年
、
現

在
ア
メ
リ
カ
に
私
費
留
学
中
）

と
グ
ラ
ン
ド

キ
ャ
ニ
オ
ン
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。
と

授業中の佐間野有希子さん

Quad（学生寮）内での瀬古昌子さん

モンタナ州立大学ボーズマン校学内風景
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て
も
素
晴
ら
し
い
旅
行
で
本
当
に
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
１

週
間
ア
イ
ダ
ホ
の
友
達
の
家
に
行
き
、

そ
こ
で
正
月
を
迎
え
、
１
０
０
人
位
の

大
き
な
パ
ー
テ
ィ
ー
に
出
席
し
ま
し

た
。
ま
た
、
ス
キ
ー
に
挑
戦
し
た
り
、

友
達
に
す
し
バ
ー
に
連
れ
て
い
っ
て
も

ら
っ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
経
験

し
ま
し
た
。

今
は
「
ボ
ー
リ
ン
グ
」
「
合
気
道
」

「
日
本
語
授
業
ア
シ
ス
タ
ン
ト
」
「
児
童

文
学
」
「
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
」
「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
と
っ
て
い
ま
す
。
教

授
の
研
究
室
で
授
業
に
つ
い
て
話
し
た

り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ア
メ
リ
カ

人
が
日
本
語
を
勉
強
し
て
い
る
の
が
興

味
深
い
日
本
語
の
授
業
な
ど
、
今
学
期

の
授
業
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

（
２
０
０
０
・
１
・
13
）

本
学
で
は
、
例
年
の
と
お
り
平
成
12

年
６
月
下
旬
か
ら
７
月
初
め
に
か
け
て

10
日
間
、
本
学
と
姉
妹
提
携
し
て
い
る

韓
国
・
祥
明
大
學
校
か
ら
短
期
学
生
研

修
団
10
名
程
度
を
受
け
入
れ
る
予
定
で

す
。
研
修
生
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通
し

て
日
本
の
日
常
生
活
を
体
験
し
、
本
学

学
生
と
の
交
流
を
深
め
ま
す
。
あ
な
た

も
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
な
り
ま
せ
ん

か
。
昨
年
度
の
経
験
者
も
祥
明
大
學
校

学
生
と
の
交
流
は
楽
し
く
貴
重
な
体
験

に
な
っ
た
と
喜
ん
で
い
ま
す
。
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
を
希
望
す
る
学
生
は
、
学

生
課
で
登
録
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
（
詳
細
は
学
生
課
へ
）

・
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
時
期

平
成
12
年
６
月
下
旬
か
ら
７
月
初
め
頃

・
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
期
間

４
～
５
泊
程
度

・
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集
数

20
家
族
程
度

本
学
で
は
就
職
支
援
の
た
め
の
各
種

講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
11

年
度
は
、
マ
ス
コ
ミ
業
界
へ
の
就
職
希

望
者
を
対
象
と
し
た
〝
マ
ス
コ
ミ
講
座
〟

を
新
た
に
開
設
し
ま
し
た
。
こ
の
講
座

は
、
マ
ス
コ
ミ
業
界
受
験
に
必
要
な
表

現
力
（
文
章
力
、
発
表
力
）
を
高
め
る

た
め
に
、
第
一
線
の
実
務
家
・
専
門
家

に
よ
る
表
現
力
の
実
技
指
導
を
行
い
、

本
学
か
ら
よ
り
多
く
の
マ
ス
コ
ミ
業
界

へ
の
合
格
者
を
輩
出
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
も
の
で
、
平
成
11
年
10
月
か
ら

平
成
12
年
３
月
ま
で
計
15
回
開
催
。
約

20
名
の
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。
新
聞

社
、
放
送
局
、
広
告
代
理
店
の
第
一
線

で
活
躍
す
る
講
師
に
よ
り
、
作
文
指
導

や
発
表
指
導
な
ど
の
表
現
力
指
導
を
中

心
と
し
な
が
ら
、
マ
ス
コ
ミ
業
界
の
実

情
な
ど
に
つ
い
て
の
講
話
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

本
学
で
は
、
就
職
支
援
事
業
の
一
つ

と
し
て
企
業
見
学
会
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
３
年
次
の
就
職
活
動
本

格
化
を
前
に
、
企
業
活
動
の
現
場
を
訪

ね
て
現
場
の
雰
囲
気
を
肌
で
感
じ
、
企

業
の
経
営
方
針
・
業
界
内
容
や
業
界
の

現
状
等
の
説
明
を
聞
く
こ
と
に
よ
り
、

企
業
活
動
の
実
態
を
知
り
、
自
分
に
あ

っ
た
業
種
・
職
種
・
企
業
探
し
の
参
考

と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
平
成
12
年
１
月
14
日
に
福

岡
コ
ー
ス
と
熊
本
コ
ー
ス
の
２
コ
ー
ス

で
実
施
、
そ
れ
ぞ
れ
約
30
名
の
学
生
が

参
加
し
ま
し
た
。

企
業
見
学
会

マスコミ講座講師　中川　幸生氏
（㈱熊本放送　社長室人事部兼経営企画部長）

マスコミ講座講師　窪田　隆穂氏
（㈱熊本日日新聞社　編集局読者センター長）

Quad（学生寮）

　

ス

　

ミ

　

座

　

開

　

マ

　

コ

　

講

　

の

　

設■平成11年度企業見学会　

福岡コ ース 　 熊本コ ース 　
期　日　
　平成12年1月14日（金）　
訪問先　
　●㈱福岡ソフト　
　　リサーチパーク　
　●福岡ドーム　
　　（ホテルシーホーク）　
　●㈱博多大丸 　
　●福岡学生職業センター 　
　●“職業フェア”　

期　日　
　平成12年1月14日（金）　
訪問先　
　●金剛㈱　
　●㈱熊本放送  　
　●㈱鶴屋百貨店 　
　●肥後銀行　
　　事務センター　

福岡コース ㈱博多大丸 にて

マスコミ講座打合せ会（H12.1.27）

祥
明
大
學
校

短
期
学
生
研
修
団

受
入
に
伴
う

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

登
録
の
募
集

概
要
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今
年
度
の
公
開
講
演
会
は
、
第
１
回

は
肥
後
琵
琶
師
の
橋
口
桂
介

は

し

ぐ

ち

け

い

す

け

氏
を
、
第

２
回
は
写
真
家
の
皆
越

み

な

ご

し

よ
う
せ
い
氏
を

講
師
に
迎
え
、
そ
れ
ぞ
れ
１
月
21
日
と

１
月
22
日
に
開
催
。
第
１
回
講
師
の
橋

口
桂
介
氏
は
現
在
唯
一
の
肥
後
琵
琶
師

で
、
熊
本
の
地
に
古
く
か
ら
伝
承
さ
れ

て
き
た
肥
後
琵
琶
の
演
奏
を
聴
く
こ
と

の
で
き
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
第
２
回
講
師
の
皆
越
よ
う

せ
い
氏
は
熊
本
県
上
村
出
身
の
土
壌
生

物
の
写
真
家
で
、
ミ
ミ
ズ
な
ど
土
の
中

の
生
物
の
美
し
い
写
真
１
５
０
枚
余
り

を
ス
ラ
イ
ド
で
紹
介
、
参
加
し
た
子
供

達
も
目
を
輝
か
せ
て
見
入
っ
て
い
ま
し

た
。

本
学
の
学
園
祭
〝
白
亜
祭
〟
が
、
今
年
度
も
平
成
11

年
11
月
６
日
か
ら
７
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
第
35
回
と

な
る
今
回
の
白
亜
祭
は
、
〝
楽
〟
の
テ
ー
マ
の
も
と
、

恒
例
の
ミ
ス
白
亜
コ
ン
テ
ス
ト
の
ほ
か
、
自
治
会
主
催

の
ケ
ン
ト
・
ギ
ル
バ
ー
ト
講
演
会
、
イ
ン
デ
ィ
ー
ズ
ブ

ラ
ン
ド
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
、
デ
ン
ジ
ャ
ラ
ス
の

お
笑
い
ラ
イ
ブ
な
ど
の
学
生
が
趣
向
を
凝
ら
し
た
企
画

が
行
わ
れ
、
ま
た
、
フ
ォ
ー
ク
研
ラ
イ
ブ
、
Ｅ
Ｓ
Ｓ
の

英
語
劇
や
各
種
展
示
な
ど
、
各
サ
ー
ク
ル
が
日
頃
の
活

動
成
果
を
発
表
。

そ
の
他
数
十
の
バ

ザ
ー
も
キ
ャ
ン
パ

ス
に
所
狭
し
と
並

び
、
地
域
の
家
族

連
れ
も
訪
れ
た
熱

気
あ
ふ
れ
る
も
の

と
な
り
ま
し
た
。

ハートフルくまもと大会（H11.11.6-
11.7）にて（選手と本学学生）

「肥後琵琶の世界」橋口　桂介氏

公
開
講
演
会

本
学
学
生
が

ハ
ー
ト
フ
ル
く
ま
も
と
大
会
の

サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
活
躍

平
成
11
年
11
月
６
日
か
ら
７
日
に
開
催
さ
れ
た
ハ
ー
ト
フ
ル
く
ま

も
と
大
会
（
第
35
回
全
国
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
）
に
、
本
学

学
生
56
名
も
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
参
加
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
大
会
運

営
の
支
援
を
し
ま
し
た
。
こ
の
日
の
た
め
に
平
成
10
年
５
月
か
ら
１

年
余
り
手
話
実
技
そ
の
他
の

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
受

講
し
、
当
日
は
群
馬
県
・
東

京
都
・
石
川
県
・
滋
賀
県
・

奈
良
県
・
鹿
児
島
県
の
選
手

団
付
き
の
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し

て
活
躍
。
大
会
会
場
や
宿
泊

先
な
ど
、
出
迎
え
か
ら
見
送

り
ま
で
選
手
を
支
援
し
、
選

手
と
感
動
を
共
有
し
ま
し

た
。

第35回白亜祭第35回白亜祭

平
成
11
年
度
公
開
講
演
会

（
本
学
学
生
と
県
民
の
方
々
を
対
象
）

日
　
時

平
成
12
年
１
月
21
日
（
金
）

テ
ー
マ

肥
後
琵
琶
の
世
界

（
曲
目
　
葛く

ず

の
葉は

）

講
　
師

橋
口

桂
介

氏

（
芸
名
　
星
沢
月
若

ほ

し

ざ

わ

つ

き

わ

か

）

日
　
時

平
成
12
年
１
月
22
日
（
土
）

テ
ー
マ

落
ち
葉
の
下
の

小
さ
な
動
物
た
ち

―
知
ら
れ
ざ
る

土
壌
生
物
の
素
顔
―

講
　
師

皆
越

よ
う
せ
い

氏

第
１
回

第
２
回
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 所　属 氏　名・職 研究室・執務室の場所 内線電話　
　   200　
 学　  生　  部 深津　和彦　学生部長 480　
   　

 事　  務　  局 村上　建二　次長 222　
 文　  学　  部 徳永紀美子　助教授 415　
  〃 鈴木　　元　講師 427　
 
環境共生学部 篠原　亮太　教授

 492　
   　

  〃 重松三和子　助教授 245　
  総合管理学部 中宮　光隆　教授 690　
  〃 木原佳奈子　助教授 677　
  学生部学生課 田内　康敬　学生課長 208

〔執務室〕管理棟1Ｆ学生部　

〔研究室〕環境共生学部・生活科学部棟4Ｆ　
（4月以降は、環境共生学部新棟(南棟)3Ｆ）　

管理棟2Ｆ事務局長室　

文学部棟2Ｆ　

文学部棟3Ｆ　

環境共生学部・生活科学部棟4Ｆ　
（4月以降は、環境共生学部新棟(南棟)2Ｆ)　
第1体育館　

総合管理学部棟5Ｆ　

総合管理学部棟5Ｆ　

管理棟1Ｆ学生部　

■セクシュアル・ハラスメント相談員名簿（平成12年2月現在）

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の

防
止
に
関
す
る

要
項
の
制
定

１ 　 意識の重要性
セクシュアル・ハラスメントをしないようにするためには、教職員及び

学生等の一人一人が、次の事項の重要性について十分認識しなければなら
ない。
（1）お互いの人格を尊重しあうこと。
（2）お互いが大切な社会的パートナーであるという意識を持つこと。
（3）相手を性的な関心の対象としてのみ見る意識をなくすこと。
（4）異性を劣った性として見る意識をなくすこと。

２ 　 基本的な心構え
教職員及び学生等は、セクシュアル・ハラスメントに関する次の事項に

ついて十分認識しなければならない。
（1）性に関する言動に対する受け止め方には個人間や男女間で差があり、

セクシュアル・ハラスメントに当たるか否かについては、相手の判断
が重要であること。
具体的には、次の点について注意する必要がある。

ア　親しさを表すつもりの言動であったとしても、本人の意図とは関
係なく相手を不快にさせてしまう場合があること。

イ　不快に感じるか否かには個人差があること。
ウ　この程度のことは相手も許容するだろうという勝手な憶測をしな

いこと。
エ　相手との良好な人間関係ができていると勝手な思いこみをしない

こと。
（2）相手が拒否し、又は嫌がっていることが分かった場合には、同じ言

動を決して繰り返さないこと。
（3）セクシュアル・ハラスメントであるか否かについて、相手からいつ

も意思表示があるとは限らないこと。
（4）大学におけるセクシュアル・ハラスメントにだけ注意するのでは不

十分であること。
例えば、大学の人間関係がそのまま持続する歓迎会、ゼミナールの

酒席等の場におけるセクシュアル・ハラスメントについても同様に注
意しなければならない。

（5）教職員及び学生等間のセクシュアル・ハラスメントにだけ注意する
のは不十分であること。
教職員又は学生等がその職務又は学業に従事する際に接する教職員

又は学生等以外の者及び委託契約等により大学で勤務する者との関係
にも注意しなければならない。

３ 　 セク シュアル・ ハラスメ ント になり 得る言動
セクシュアル・ハラスメントになり得る言動として、例えば次のような

性的な関心、欲求に基づくものや性別により差別しようとする意識等に基
づくものがある。
（1）性的な内容の発言関係　

ア　スリーサイズを聞くなど身体的特徴を話題にすること。
イ　聞くに堪えない卑猥な冗談を言うこと。
ウ　体調が悪そうな女性に「今日は生理日か」、「もう更年期か」など

と言うこと。
エ　性的な経験や性生活について質問すること。
オ　性的な噂を立てたり、性的なからかいの対象とすること。
カ　「男のくせに根性がない」、「女には仕事を任せられない」、「女性

は職場の花でありさえすればいい」などと発言すること。
キ　「男の子、女の子」、「僕、坊や、お嬢さん」、「おじさん、おばさ

ん」などと人格を認めないような呼び方をすること。
（2）性的な行動関係

ア　ヌードポスター等を職場に貼ること。
イ　雑誌等の卑猥な写真・記事等をわざと見せたり、読んだりするこ

と。
ウ　身体を執拗に眺め回したり、体に不必要に接触すること。
エ　食事やデートにしつこく誘うこと。
オ　不必要な個人指導を行うこと。
カ　出張先で不必要に自室に呼んだり、自宅までの送迎などを強要す

ること。
キ　性的な内容の電話をかけたり、性的な内容の手紙・Ｅメールを送

ること。
ク　更衣室等をのぞき見すること。
ケ　性的な関係を強要すること。

コ　カラオケでのデュエットを強要すること。
サ　酒席で、上司、指導教員等の側に座席を指定したり、お酌やチー

クダンス等を強要すること。
シ　女性であるということだけで職場でお茶くみ、掃除、私用等を強

要すること。
ス　女性であるというだけの理由で仕事や研究上の実績等を不当に低

く評価すること。

４ 　 懲戒処分
セクシュアル・ハラスメントの態様等によっては信用失墜行為、全体の

奉仕者にふさわしくない非行又は学生の本分に反する行為等に該当して、
懲戒処分に付されることもある。

就労上又は修学上の環境は、教職員及び学生等の協力の下に形成される部
分が大きいことから、セクシュアル・ハラスメントにより就労上又は修学上
の環境が害されることを防ぐため、教職員及び学生等は大学の構成員として、
次の事項について、十分に配慮しなければならない。

１ 　 セクシュアル・ハラスメントについて問題提起をする教職員又は学生等
をいわゆるトラブルメーカーと見たり、セクシュアル・ハラスメントに関
する問題を当事者間の個人的な問題として片づけたりせず、就労上又は修
学上の良好な環境の確保のために皆で取り組むことを日頃から心がけるこ
と。

２ 　 大学からセクシュアル・ハラスメントに関する問題の加害者や被害者を
出さないようにするために、周囲に対する気配りをし、必要な行動をとる
こと。
（1）セクシュアル・ハラスメントが見受けられる場合は、機会をとらえ

て注意を促すこと。
（2）被害を受けていることを見聞きした場合には、声をかけて相談に乗

ること。

３ 　 大学においてセクシュアル・ハラスメントがある場合には、気持ちよく
就労や修学ができる環境づくりをするために相談員又は各学部長等に相談
するなどの方法をとることをためらわないこと。

１ 　 基本的な心構え
教職員及び学生等は、セクシュアル・ハラスメントを受けた場合にその被

害を深刻にしないために、次の事項について認識しておくことが望まれる。
（1）一人で我慢しているだけでは、問題は解決しないこと。
（2）セクシュアル・ハラスメントに対する行動をためらわず、勇気を持

って対応すること。

２ 　 セク シュアル・ ハラスメ ント による被害を受けたと 思う と きに
望まれる対応
教職員及び学生等はセクシュアル・ハラスメントを受けた場合、次のよ

うな行動をとるよう努めることが望まれる。
（1）嫌なことは相手に対して、拒否や抗議等の明確な意思表示をするこ

と。
（2）相談員など信頼できる人に相談すること。
（3）セクシュアル・ハラスメントが発生した日時、内容等について記録

しておくこと。

教職員は、学生等が対象となるセクシュアル・ハラスメントの防止等のた
めに、学生等が本指針の趣旨を理解するよう努める。その際、学生等の実情
に応じた適切な指導を行い、修学上の良好な環境が確保されるよう、適切な
配慮を行う。

なお、学生等間のセクシュアル・ハラスメントについてもその防止等に努
める。
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熊本県立大学セクシュアル・ハラスメントの
防止に関する要項第３条関係（ ）セク シュアル・ ハラスメ ント の防止に関する指針

第２ 　 大学の構成員と して就労上又は修学上の
良好な環境を確保するために認識すべき事項

第１ 　 セク シュアル・ ハラスメ ント をしないよう に
するために教職員及び学生等が認識すべき事項

第３ 　 セク シュアル・ ハラスメ ント に起因する問題が生じた
場合において教職員及び学生等に望まれる事項

第４ 　 学生等への指導
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　 H12 1日 後期試験(～10日)　
　 2月 10日 国際交流のつどい　

　  11日 入学試験　

   ［大学院アドミニストレーション研究科(博士前期課程(後
期募集)、博士後期課程）］　

  14日 授業公開講座受講者募集(平成12年度前期)(～29日)　
　  14日 就職セミナー週間(～18日)　
　   (オリエンテーション、就職直前ガイダンス、第2回SPI模試､

OB就職セミナー、学科別ガイダンス、就職活動ビデオセミ

ナー、企業セミナー、集団面接セミナー、公務員セミナー)　
　  15日 地域講演会(球磨地区:上村)　
　  15日 入学試験［大学院文学研究科(修士課程(後期募集))］　
　  15日 入学試験［特別選抜(私費外国人留学生)］　
　  18日 モンタナ州立大学ボーズマン校への冬期研修団派遣　

   (～3月11日)　
　  下旬 韓国･祥明大學校へ短期留学生派遣(1年程度)　
　　  21日 学内公務員講座合宿（～23日）　

  25日 入学試験［一般選抜(前期)］　
　 3月 3日 求人票送付依頼　

　  6日 地域講演会(上益城地区:矢部町)　
　  8日 地域講演会(芦北地区:芦北町佐敷地区)　
　  中旬 韓国･祥明大學校からの短期留学生受入れ(～平成13年2月)　
　  13日 入学試験［一般選抜(後期)］　
　  15日 卒業式(於:県立劇場)　
　  16日 地域講演会(芦北地区:芦北町湯浦地区)　
　 4月 上旬 奨学金、授業料減免説明会　

　  上旬 4年次就職ガイダンス　

　  上旬 公務員試験説明会　

　  1日 アドミニストレーション研究科博士課程設置　

　  3日 卒業年次生健康診断(～5日)　
　  6日 入学式(於:県立劇場)　
　  6日 アドミニストレーション研究科博士課程開設式　

　  6日 新入生オリエンテーション(～7日)　
　  10日 在学生オリエンテーション　

　  11日 授業開始　

　  中旬 授業公開講座開講式　

　  中旬 外国語教育センター自由講座(前期)開講　

　 5月 中旬 1～3年次健康診断　

　  下旬 第1回TOEIC IP実施　

　 6月 下旬 韓国･祥明大學校短期学生研修団受入れ(～7月上旬)　
　 7月 上旬 夏休み直前講演会　

　  11日 夏季休業　

   (文学部、環境共生学部、生活科学部、文学研究科)(～9月5日)　
　  25日 前期試験　

   (総合管理学部、アドミニストレーション研究科)(～31日)　
　　 8月 1日 夏季休業　

   (総合管理学部、アドミニストレーション研究科)(～9月30日)　
　  上旬 大学説明会(高校教員向け)　
　  上旬 オープンキャンパス　

　  下旬 モンタナ州立大学へ短期留学生派遣(1年程度)　
　  下旬 授業公開講座受講者募集(後期)　
　 9月 6日 授業再開(文学部、環境共生学部、生活科学部、文学研究科、

全学共通科目)　
　  中旬 入学試験　

   ［大学院アドミニストレーション研究科(博士前期課程(前
期募集))］　

　  中旬 九州地区公立大学学生部長会議　

　  25日 前期試験　

   (文学部、環境共生学部、生活科学部、文学研究科、全学共通科目)　
   (～29日)

 H11 7日 夏休み直前講演会　

　 7月 8日 就職プレガイダンス　

　  9日 4年次就職ガイダンス　

　  11日 夏季休業　

   (文学部、環境共生学部、生活科学部、文学研究科)(～9月5日)　
　  12日 学内官庁セミナー(九州財務局、防衛庁)　
　  15日 公務員ガイダンス　

　  26日 前期試験　

   (総合管理学部、アドミニストレーション研究科)(～30日)　
　  30日 ファイナンシャルプランナー(FP)入門講座　

　 8月 1日 夏季休業　

   (総合管理学部、アドミニストレーション研究科)(～9月30日)　
　  2日 大学説明会(高校教員向け)　
　  2日 総合管理学部インターンシップ(～6日・23～27日)　
　  5日 JALスカラシッププログラム招聘生受入れ(～16日)　
　  8日 オープンキャンパス　

　  16日 授業公開講座受講者募集(後期)(～31日)　
　  下旬 モンタナ州立大学ボーズマン校へ短期留学生2名派遣　

   (1年程度)　
　  25日 企業採用状況調査　

　 9月 6日 授業再開　

   (文学部、環境共生学部、生活科学部、文学研究科、全学共通科目)　
　  11日 入学試験　

   ［大学院アドミニストレーション研究科(修士課程(前期募集))］　
　  16日 公務員試験合格者座談会　

　  24日 前期試験　

   (文学部、環境共生学部、生活科学部、文学研究科、全学共通科目)　
   (～30日)　
　 10月 月内 3年次進路個人面談(～12月)　
　  月内 企業訪問(～平成12年3月)　
　  1日 後期授業開始　

　  1日 外国語教育センター自由講座(後期)開講　

　  13日 入学試験［大学院文学研究科(修士課程(前期募集))］　
　  14日 SPI対策講座　

　  14日 総合管理学部インターンシップ報告会　

　  18日 公務員ガイダンス　

　  22日 就職ガイダンス　

　  23日 日本語教育課程の日本語教育実習　

   (於:韓国･祥明大學校、中国・広西大学)(～11月1日)　
　  28日 就職特別講演会　

　 11月 6日 白亜祭(～7日)　
　  13日 第2回TOEIC IP実施　

　  15日 不用紙リサイクルシステムの導入　

　  17日 就職ミニガイダンス　

　  17日 教員ガイダンス　

　　  20日 第1回学内公務員模試（～5月までに8回程度実施）　

  22日 九州インカレ冬季競技大会　

　  24日 3･4年次就職懇談会　

　 12月 1日 エントリーシート対策講座　

　  5日 入学試験［特別選抜(推薦入学、社会人、帰国子女)］　
　  11日 TOEFLｰITP試験　

　  14日 就職活動マナー講座　

　  15日 就職ミニガイダンス　

　  16日 就職ミニガイダンス　

　  22日 アドミニストレーション研究科博士後期課程の設置を文

部省が承認　

　  22日 就職面接対策講座　

　  24日 冬季休業(～1月9日)　
　 H12 11日 授業再開　

　 1月 14日 企業見学会　

　  15日 大学入試センター試験(～16日)　
　  19日 就職ミニガイダンス　

　  21日 就職ミニガイダンス　

　  21日 公開講演会(第1回)　
　  22日 公開講演会(第2回)　
　  26日 第2回教員ガイダンス　

　  27日 特別公開講演会　

Incident Schedule
 月 日 内容　 月 日 内容　

（2000.2～2000.9）　（1999.7～2000.1）　

リサイクルボックス
平成11年11月に不用紙リサイクルシステムを
本学でも導入。不用紙の分別回収を容易にする
ために、リサイクルボックスを学内各棟に設置
しました。
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ご 意 見
感想募集

本誌についてのご意見、ご感想を下記にお寄せください。
みなさまのお声を参考に、今後の学報編集を行っていき

たいと考えておりますのでよろしくお願いします。
〒862-8502（住所記載不要）
熊本県立大学事務局総務企画課　「春秋彩」担当行
FAX:096-384-6765  E-Mail:gakuho@pu-kumamoto.ac.jp 

●バスを利用する場合
JR熊本駅よりバスで約10分、交通センター下車。交通センターのC番のりばから、長嶺団地行き、
または日赤経由月出行きバスで約40分、日赤病院前、または県立大通りで下車、すぐ。（駅前の市
電通りのバス停より、ほぼすべてのバスが交通センターを経由します。）

●タクシーを利用する場合
熊本駅から　　所要時間…約40分　料金…約3,000円
水前寺駅から　所要時間…約15分　料金…約1,200円
熊本空港から　所要時間…約30分　料金…約3,000円

学　 長　

■組織図　
学　 部　 文学部　

環境共生学部　

日本語日本文学科　

英語英米文学科　

環境共生学科　 生態・環境資源学専攻　

居住環境学専攻　

食・健康環境学専攻　

総合管理学部　 総合管理学科　

文学研究科　

アド ミ ニスト レーショ ン研究科　 アド ミ ニスト レーショ ン専攻　

英語英米文学専攻　

日本語日本文学専攻　

（修士課程）　
※平成12年4月 博士課程を設置予定　

（修士課程）　

（修士課程）　大学院　

附属図書館　

外国語教育センター　

学生部　
教務課　

学生課　
教務企画課　

会計課　
事務局　

生活科学部　 食物栄養学科　

生活環境学科　 環境共生学部設置に伴い　
平成11年度入試から学生募集を停止　

■位置・アクセス
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